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■米山信教授、柿木功教授が教育功労者に 
■吹奏楽で活躍する先輩たち 
■伊のコンクールで１位　マリンバ　大森香奈さん 
■連載「校史点描」＜１６＞ 
■特別講義　弦楽四重奏　ギター　ほか 
■大阪音楽大学の催し 
■石橋栄美助教  大栗作品に出演  安藝榮子講師  子ども体験事業に参加 
■邦楽演奏会　オータムコンサート 

■丹波の森コンサート 
■音楽の宝石箱　音楽・心の旅 
■岡村哲朗さんが松方ホール音楽賞 
■新刊紹介　青柳いづみこ教授　ほか 
■入試ナビ 
■卒業生便り　松平季子さん　石田文子さん 
■公開講座フェスタ　白石知雄講師 
■ミュージアムコンサート 

20世紀オペラ「欲望という名の電車」　大学定期演奏会　ほか 
林佑子さん　全日本学生音楽コンクール全国大会で１位 

オペラ「欲望という名の電車」の一場面（１１月１２日） 

「
音
楽
」
た
っ
ぷ
り 

雅
楽
〜
ロ
ッ
ク 

11月１６日　音楽博物館 
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短
期
大
学
制
度
発
足
６０
周
年
を
記
念

し
て
、
文
部
科
学
省
は
全
国
の
短
期
大

学
教
育
で
特
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を

表
彰
し
ま
し
た
。
本
学
短
期
大
学
部
か

ら
は
米
山
信
教
授（
ピ
ア
ノ
）と
、
柿
木

功
教
授（
声
楽
）が
栄
え
あ
る
教
育
功
労

者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
１０
月
２２
日
、
東

京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス
で
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
ご
出
席
の
も

と
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
、
文
部
科

学
大
臣
の
表
彰
を
受
け
た
両
教
授
か
ら

喜
び
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
「
こ
の
よ
う
な
表

彰
を
し
て
い
た
だ
け

る
と
は
、
本
当
に
思

い
も
か
け
な
い
こ
と
で
光
栄
で
す
。
音

楽
は
実
学
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
人

間
を
豊
か
に
す
る
か
け
が
え
の
な
い
も

の
。
そ
れ
を
受
け
取
り
、
味
わ
い
、
さ

ら
に
進
め
て
自
己
の
表
現
を
通
じ
、
他

の
人
に
夢
や
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
学
生

を
育
て
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
」
と
語
る

米
山
教
授
。
短
期
大
学
部
で
３６
年
間
ピ

ア
ノ
の
指
導
に
携
わ
り
学
生
部
主
事
、

図
書
館
長
な
ど
を
歴
任
。
き
め
細
か
く

熱
心
な
指
導
は
学
生
か
ら
の
信
頼
も
厚

く
、
音
楽
家
育
成
に
傾
倒
す
る
情
熱
、

さ
ら
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
指
揮
者
と
し
て

音
楽
を
通
じ
た
社
会
奉
仕
活
動
に
積
極

的
な
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
今
年
度
末
で
定
年
退
職
を
迎
え
る

と
い
う
時
期
に
、
栄
誉
あ
る
表
彰
ま
で

お
受
け
し
て
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
短
大
２
年
間
の
完
成
教
育
で
す
か

ら
、
で
き
る
だ
け
多
種
多
様
な
歌
曲
、

ア
リ
ア
を
教
え
る
凝
縮
し
た
授
業
、
学

生
を
型
に
は
め
ず
、
大
き
く
個
性
を
伸

ば
す
指
導
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
」
と

感
慨
ひ
と
し
お
の
柿
木
教
授
。
大
学
、

短
大
双
方
で
教
え
た
柿
木
教
授
は
、
短

期
大
学
部
で
１９
年
間
声
楽
を
指
導
し
、

短
大
専
攻
科
主
事
、
演
奏
部
長
、
声
楽

教
育
主
任
を
歴
任
。
教
員
か
ら
の
人
望

も
厚
く
、
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
た
指
導
、
自
ら
演
奏

家
と
し
て
模
範
を
示
す
姿
勢
、
学
外
に

お
い
て
も
関
西
歌
劇
団
理
事
長
と
し
て

の
活
動
、
教
育
研
究
の
充
実
に
寄
与
し

た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
文
部
科
学
省
が
公
募
し
た
平
成
２２
年

度
「
大
学
生
の
就
業
力
育
成
支
援
事 

業
」
に
お
い
て
、
本
学
が
申
請
し
た 

「
事
実
に
も
と
づ
く
日
本
語
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
能
力
」
が
、
審
査
の
結
果
、
選
定

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
厳
し
い

雇
用
情
勢
の
中
、
大
学
・
短
期
大
学
に

お
い
て
実
学
的
専
門
教
育
を
通
じ
、
学

生
の
卒
業
後
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立

を
図
る
大
学
の
教
育
改
革
の
取
組
を
、

国
が
支
援
す
る
も
の
で
す
。
全
国
か
ら

４
４
１
件
の
申
請
が
あ
り
、
１
８
０
件

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
取

組
に
は
原
則
と
し
て
５
年
間
、
国
か
ら

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
音
楽
大
学

に
お
け
る
学
生
の
就
業
力
を
高
め
る
、

新
た
な
取
組
の
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
本
学
の
油
井
成
行
名
誉
教
授
（
声
楽
）

が
、
平
成
２２
年
度
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
中

綬
章
を
受
章
、
１１
月
９
日
に
東
京
・
国

立
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
教
授
と
し
て
音
楽
教
育
の

充
実
、
教
育
改
革
に
献
身
的
に

取
り
組
み
、
オ
ペ
ラ
界
の
逸
材

や
優
れ
た
教
育
者
を
育
成
、
音

楽
の
啓
蒙
に
努
め
た
功
績
が
称

え
ら
れ
、
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
油
井
名
誉
教
授
は
５６
年
に
大
阪
音
楽

高
等
学
校
教
諭
、
そ
の
後
大
阪
音
楽
大

学
講
師
、
助
教
授
を
経
て
７１
年
に
教
授

に
就
任
。
声
楽
部
会
主
任
、
教
務
部
長

な
ど
を
歴
任
し
、
９７
年
に
定
年
退
職
す

る
ま
で
４１
年
間
、
本
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
教
務
部
長
在
任

中
は
、
数
々
の
教
育
改
革

を
実
施
。
学
生
の
志
向
と

特
性
を
生
か
し
た
コ
ー
ス

（
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
類
）
を
開

設
し
ま
し
た
。
現
在
バ
イ

エ
ル
ン
州
立
歌
劇
場
の
専

属
歌
手
と
し
て
活
躍
す
る
中
村
恵
理
さ

ん
は
、
演
奏
家
志
向
の
Ⅱ
類
出
身
で
、

改
革
が
実
を
結
ん
だ
成
果
の
一
つ
。
油

井
名
誉
教
授
に
は
高
校
生
の
と
き
か
ら

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

　
広
島
出
身
の
油
井
名
誉
教
授
は
広
島

カ
ー
プ
の
大
フ
ァ
ン
。
「
カ
ー
プ
が
負

け
た
翌
日
の
レ
ッ
ス
ン
は
気
を
つ
け
る

よ
う
に
」
と
門
下
生
の
間
で
さ
さ
や
か

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
声
楽
家
と
し
て

は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
歌
曲
に
傾
倒
。

受
章
に
つ
い
て
「
主
任
の
時
も
、
教
務

部
長
の
時
も
、
柿
木
先
生
や
橋
口
先
生

ら
周
り
の
先
生
や
職
員
の
方
々
に
助
け

ら
れ
、
ご
相
談
し
な
が
ら
務
め
て
き
ま

し
た
。
受
章
で
き
た
の
も
大
学
の
お
か

げ
、
家
を
守
っ
て
く
れ
た
妻
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
謙
虚
な
お

人
柄
が
に
じ
む
お
言
葉
で
し
た
。 

吹
奏
楽
の
世
界
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち 

記念式典の会場にて 
米山教授（左）と柿木教授 

本
学
か
ら
米
山
、柿
木
教
授
 

短
大
教
育
功
労
者
を
表
彰
 

 

文科省 

 

本
学
が
「
大
学
生
の
就
業
力 

育
成
支
援
事
業
」
に
選
定 

 

油
井
成
行
名
誉
教
授
に
瑞
宝
中
綬
章 

　
　
　
教
育
改
革
に
献
身
・
逸
材
育
て
る 

ロマン派歌曲に傾倒 
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全
国
の
吹
奏
楽
部
の
中
高
生
が
め
ざ

す
「
吹
奏
楽
の
甲
子
園
」、
第
５８
回
全

日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
全
日
本
吹

奏
楽
連
盟
、
朝
日
新
聞
社
主
催
）
が
東

京
・
普
門
館
で
開
か
れ
、
本
学
の
卒
業

生
が
指
導
す
る
中
学
や
高
校
が
、
次
々

と
金
賞
・
銀
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

ま
ず
１０
月
３０
日
に
行
わ
れ
た
中
学
の
部

で
は
、
本
学
出
身
の
須
藤
卓
眞
教
諭
が

指
導
す
る
千
葉
・
松
戸
市
立
第
四
中
学

校
が
金
賞
、
永
田
隆
博
教
諭
の
神
戸
本

庄
中
学
校
が
銀
賞
を
受
賞
。
翌
１０
月
３１

日
に
行
わ
れ
た
高
校
の
部
で
は
、
梅
田

隆
司
教
諭
の
大
阪
桐
蔭
高
校
が
金
賞
、

小
野
川
昭
博
講
師
の
明
浄
学
院
高
校
、

中
川
重
則
教
諭
の
岡
山
学
芸
館
高
校
が

銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
愛
媛
県
民
文

化
会
館
で
１０
月
２３
日
に
行
わ
れ
た
大
学

の
部
で
は
、
茶
屋
克
彦
さ
ん
が
指
導
す

る
立
命
館
大
学
が
銀
賞
、
２４
日
の
職
場
・

一
般
の
部
で
渡
辺
秀
之
さ
ん
の
宝
塚
市

吹
奏
楽
団
が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
場
者
を
決

め
る
関
西
大
会
に
は
、
参
加
１
５
９
７

団
体
の
中
か
ら
本
学
出
身
の
椋
尾
豊
、

籠
野
徹
、
南
由
賀
、
永
澤
譲
、
泊
政
和
、

陣
内
亜
紀
子
、
中
村
一
廣
、
深
田
哲
也
、

西
尾
隆
司
、
戸
田
直
夫
、
有
馬
博
隆
、

松
田
健
司
、
林
選
也
、
中
川
知
久
、
伊

藤
昌
、
藤
本
佳
宏
、
竹
谷
将
幸
、
潮
見

裕
章
の
み
な
さ
ん
が
指
導
す
る
団
体
が
、

地
区
大
会
、
府
・
県
大
会
を
勝
ち
上
が

っ
て
出
場
し
ま
し
た
。
吹
奏
楽
の
メ
ッ

カ
と
い
わ
れ
る
関
西
で
、
今
、
多
く
の

先
輩
た
ち
が
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。 

Great Teachers of Wind Band vol.1
　
今
年
、
大
阪
桐
蔭
高
校
は
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
み
ご
と
金
賞
を
受

賞
。
創
部
わ
ず
か
５
年
で
金
賞
に
輝
い

た
昨
年
に
続
き
、
２
年
連
続
の
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
出
場
し
た
５５
人
の

生
徒
を
栄
冠
に
導
い
た
の
は
、
吹
奏
楽

部
総
監
督
の
梅
田
隆
司
教
諭
。
課
題
曲

は
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
民
謡
『
う
ち
な

ー
の
て
ぃ
だ
』」（
長
野
雄
行
）、
自
由
曲

は
「
レ
ク
イ
エ
ム
」（
Ｇ
・
ヴ
ェ
ル
デ

ィ
）
を
演
奏
し
ま
し
た
。
昨
年
は
「
カ

ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
」（
Ｃ
・
オ
ル
フ
）。

い
ず
れ
も
原
曲
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
合
唱
作
品
で
す
。
声

楽
出
身
の
梅
田
総
監
督
の
セ
ン
ス
が
光

る
選
曲
と
音
楽
づ
く
り
が
、
他
校
と
は

一
線
を
画
す
魅
力
を
引
き
出
し
た
の
で

し
ょ
う
。 

　
梅
田
教
諭
は
、
本
学
の
学
生
の
頃
、

３
年
間
（
７７
年
〜
７９
年
）

に
わ
た
り
自
治
会
副
会

長
・
会
長
な
ど
を
務
め

活
動
。
卒
業
後
す
ぐ
に

公
立
の
中
学
校
（
大
阪

市
立
港
中
学
校
、
同
生
野
中
学
校
、
同

城
陽
中
学
校
）
で
２７
年
間
、
吹
奏
楽
部

の
顧
問
を
歴
任
。
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
計
５
回
の
出
場
を
果
た
し

ま
し
た
。
芸
術
コ
ー
ス
に
力
を
入
れ
、

授
業
と
部
活
を
連
動
さ
せ
た
吹
奏
楽
部

を
創
設
し
た
大
阪
桐
蔭
高
校
の
吹
奏
楽

部
総
監
督
に
就
任
し
た
の
は
５
年
前
の

こ
と
で
す
。
当
時
吹
奏
楽
部
は
創
部
２

年
目
で
、
部
員
は
約
８０
人
。
３
年
生
は

ま
だ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
梅
田
総
監
督

は
中
学
校
教
諭
時
代
の
同
僚
や
教
え
子

な
ど
豊
富
な
人
脈
を
生
か
し
、
各
楽
器

に
若
手
で
実
力
あ
る
ト
レ
ー
ナ
ー
を
呼

び
寄
せ
る
な
ど
手
腕
を
発
揮
。
着
任
早
々
、

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
関
西
支
部
大
会
を

突
破
し
て
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
現
在
は
部
員
１

６
０
人
。
顧
問
の
冨
森

稔
子
講
師
も
本
学
出
身

で
す
。
音
響
設
備
の
整

っ
た
専
用
の
練
習
ホ
ー

ル
も
建
設
さ
れ
、
恵
ま

れ
た
環
境
で
吹
奏
楽
に

打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
「
桐
蔭
の
特
徴
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

な
サ
ウ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
は
と

て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、

も
と
も
と
吹
奏
楽
が
や
り
た
く
て
入
学

し
ま
す
か
ら
自
主
性
が
豊
か
。
そ
の
気

持
ち
を
大
切
に
、
自
由
な
の
び
の
び
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
一
緒
に
音
楽
を
や

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

『
レ
ク
イ
エ
ム
』
は
、
大

音
出
身
の
西
本
智
実
さ
ん

が
『
レ
ク
イ
エ
ム
』
を
指

揮
す
る
演
奏
会
を
全
員
で

聴
き
に
行
き
、生
の
す
ば

ら
し
い
演
奏
に
触
れ
た
の

で
、
し
っ
か
り
取
り
組
め

た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る

梅
田
教
諭
。「
吹
奏
楽
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
も
ポ
ッ
プ
ス
も

演
奏
で
き
る
と
こ
ろ
が
い

い
。
梅
田
先
生
は
お
も
し

ろ
く
て
、練
習
で
は
よ
く
”歌
え
ー
！
“と

叫
ば
れ
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
〈
魅

せ
る
・
聴
か
せ
る
・
伝
え
る
〉
演
奏
を

み
ん
な
で
め
ざ
し
ま
し
た
」
と
副
部
長

の
松
井
翠
さ
ん
（
高
３
　
ハ
ー
プ
）。 

吹
奏
楽
の
世
界
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち

吹
奏
楽
の
世
界
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち 
吹
奏
楽
の
世
界
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち 

全
国
大
会
で
金
賞
・
銀
賞
に
輝
く 

創
部
５
年
で
栄
冠
に
導
く 

大
阪
桐
蔭
高
校 

　
　 
梅
田
隆
司（  

　
） 

７９
年
大
卒 

声
　
楽 

吹
奏
楽
部 

総
監
督 
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新
進
気
鋭
の
マ
リ
ン
バ
奏
者
、
大
森

香
奈
さ
ん
（
０７
年
院
修
）
が
留
学
し
て

い
た
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
演
劇

大
学
の
大
学
院
を
首
席
で
修
了
。
９
月

３
日
か
ら
１２
日
ま
で
イ
タ
リ
ア
・
フ
ェ

ル
モ
で
催
さ
れ
た
国
際
打
楽
器
コ
ン
ク

ー
ル
の
マ
リ
ン
バ
部
門
で
見
事
１
位
に

輝
き
、
帰
国
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

　
大
森
さ
ん
が
同
大
学
院
に
入
学
し
た

の
は
０８
年
９
月
。
打
楽
器
で
は
日
本
人

初
の
留
学
生
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
テ
ィ
ン
パ

ニ
ー
奏
者
で
、
世
界
的
な
打
楽
器
奏
者

の
ペ
ー
タ
ー
・
ザ
ド
ロ
教
授
に
師
事
し

ま
し
た
。 

 

　
◇
始
め
の
１
年
間
は 

　
　
　
教
授
に
馴
染
め
ず
◇ 

　
教
授
の
教
え
方
は
非
常
に
厳
し
く
、

毎
回
の
レ
ッ
ス
ン
で
も
完
璧
な
演
奏
と
、

言
わ
れ
た
こ
と
を
そ
の
場
で
修
正
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
、
最
初
の
１
年
は
そ

の
厳
し
さ
と
、
自
分
の
演
奏
ス
タ
イ
ル

と
の
ジ
レ
ン
マ
で
自
分
を
見
失
い
、
レ

ッ
ス
ン
前
は
緊
張
か
ら
食
事
も
の
ど
を

通
ら
な
い
ほ
ど
。
し
か
し
、
レ
ッ
ス
ン

以
外
で
は
学
生
を
引
き
連
れ
て
ビ
ー
ル

を
飲
み
に
出
か
け
る
な
ど
、
気
さ
く
な

一
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
学
生
数
よ
り
練
習
室
や
楽
器

の
数
の
方
が
多
く
、
一
人
一
部
屋
以
上
、

２４
時
間
い
つ
で
も
練
習
で
き
る
と
い
う

大
変
恵
ま
れ
た
環
境
で
し
た
。
学
内
外

で
の
リ
サ
イ
タ
ル
や
教
会
で
の
演
奏
会

依
頼
も
多
く
、
そ
こ
で
委
嘱
作
品
を
演

奏
し
ま
し
た
。
普
段
は
朝
１０
時
か
ら
夜

１０
時
ま
で
、
リ
サ
イ
タ
ル
や
コ
ン
ク
ー

ル
前
は
、
深
夜
１
時
、
２
時
ま
で
練
習
。

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
は
有
名
な
バ
イ
エ
ル
ン

州
立
歌
劇
場
な
ど
が
あ
り
、
入
場

料
は
学
生
約
３
０
０
円
で
い
つ
も

満
員
。
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、

大
・
中
・
小
の
ホ
ー
ル
が
数
多
く
あ
り
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の

メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
友
達
に
裏
口
か
ら
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
◇
他
国
の
留
学
生
と 

　
　
　
サ
ル
サ
の
踊
り
も
◇ 

　
留
学
中
は
、
特
に
イ
タ
リ
ア
、
セ
ル

ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
留
学
生
た
ち

と
仲
良
く
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
料

理
を
作
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、

お
互
い
の
国
の
言
葉
や
文
化
を
教
え
合

っ
た
り
。
「
こ
の
曲
は
こ
ん
な
民
族
舞

曲
が
基
に
な
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
踊

っ
た
り
、
曲
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
教

え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ペ
イ

ン
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
友
達
と
は
「
フ
ラ

メ
ン
コ
」
や
「
サ
ル
サ
」
の

教
室
に
一
緒
に
通
い
、
学
校

以
外
で
も
い
ろ
い
ろ
な
文
化

に
触
れ
ま
し
た
。 

　
困
っ
た
の
は
卒
業
リ
サ
イ

タ
ル
を
控
え
た
あ
る
日
、
高

熱
が
続
き
入
院
し
た
こ
と
で

し
た
。
「
お
か
ゆ
が
食
べ
た

い
」
と
思
っ
て
も
病
院
食
は

ソ
ー
セ
ー
ジ
や
肉
の
塊
な
ど

の
バ
イ
エ
ル
ン
料
理
ば
か
り
。

友
人
が
交
代
で
付
き
っ
き
り

の
看
病
を
し
て
く
れ
た
お
陰

で
、
無
事
卒
業
リ
サ
イ
タ
ル

を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
時
、

た
く
さ
ん
の
打
楽
器
と
共
に
風
鈴
や
お

リ
ン
を
使
っ
た
セ
ル
ビ
ア
の
作
曲
家
か

ら
の
委
嘱
曲
「
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
」 

（V
arying m

oods

）や
フ
ラ
メ
ン
コ
の

足
技
を
用
い
た
「
シ
ギ
リ
ア
・
ヒ
タ
ー

ナ
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。
ザ
ド
ロ

教
授
か
ら
「
香
奈
の
持
ち
味
を
出
し
切

っ
た
ス
ー
パ
ー
演
奏
会
だ
っ
た
。
君
は

才
能
あ
ふ
れ
る
音
楽
家
だ
！
」
と
言
っ

て
も
ら
い
、
大
森
さ
ん
は
「
教
授
の
厳

し
さ
の
裏
に
は
深
い
愛
情
が
あ
っ
た
の

だ
、
と
こ
の
時
感
じ
ま
し
た
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

　
◇
５
部
門
で
最
高
点 

　
　
　
特
別
賞
も
受
け
る
◇ 

　
イ
タ
リ
ア
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
森

さ
ん
の
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
作
曲
家
に

よ
っ
て
書
か
れ
、
世
界
初
演
と
な
る

「M
A
G
A
T
A
M
A

」
な
ど
計
６
曲
を

演
奏
、
１
０
０
点
満
点
中
９
８
・
３
４

点
で
、
５
部
門
の
中
で
最
高
得
点
を
獲

得
し
、
審
査
委
員
長
特
別
賞
と
楽
器
メ

ー
カ
ー
の
特
別
賞
も
受
賞
。
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
、
そ
れ
に
米
国
の
新
聞
に
も

掲
載
さ
れ
「
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
発
揮

さ
れ
た
結
果
だ
。
僕
は
君
を
誇
り
に
思

う
」
と
教
授
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

　
来
年
１
月
に
ド
イ
ツ
、
２
月
に
ス
イ

ス
で
ソ
ロ
や
デ
ュ
オ
の
リ
サ
イ
タ
ル
を

予
定
。
大
森
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い
先

生
と
多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
、
様
々
な

文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
改
め
て
日
本

の
よ
さ
や
、
自
分
に
し
み
込
ん
で
い
た

日
本
の
心
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
、
と
て
も
密
度
の
濃
い
２
年
間
で
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
大
森
さ
ん
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
は
　 

http://kana-m
allets.m

onnouchi.net/ 

 

イタリアの国際打楽器コンクールの 
会場で 

イ
タ
リ
ア
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
見
事
１
位
に 

ドイツ留学終え帰国に花 

マリンバの大森香奈さん（０７年院修） 
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１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）
４
月
２７

日
、
東
京
・
日
比
谷
公
会
堂
で
催
さ
れ

た
「
第
四
回
オ
ー
ル
日
本
新
人
演
奏
会
」

に
大
阪
音
楽
学
校
が
神
戸
女
学
院
と
と

も
に
初
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
で
選
ば

れ
た
の
は
本
科
ピ
ア
ノ
を
卒
業
し
た
ば

か
り
の
辻
正
子
で
す
。
こ
の
時
、
東
京

音
楽
学
校
か
ら
出
演
し
た
増
永
丈
夫
は
、

２
年
前
の
３１
年
（
昭
和
６
年
）
に
古
賀

政
男
作
曲
の
流
行
歌
「
酒
は
涙
か
溜
息

か
」
で
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
あ
の
藤

山
一
郎
で
す
。
学
童
が
唱
歌
よ
り
流
行

歌
を
好
ん
で
歌
う
世
相
に
、
大
阪
音
楽

学
校
校
長
の
永
井
幸
次
は
「
家
庭
音
楽

の
貧
困
が
原
因
」
と
断
じ
て
い
ま
す
。 

（
文
中
敬
称
略
） 

　
オ
ー
ル
日
本
新
人
演
奏
会
は
音
楽
界

へ
の
登
竜
門
で
、
著
名
な
音
楽
人
は
ほ

と
ん
ど
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
い
る
と
さ

え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
辻
は
Ｆ
・
シ
ョ

パ
ン
の「
即
興
曲
嬰
ヘ
長
調
　作
品
３６
」

と
Ｆ
・
リ
ス
ト
の
「
二
つ
の
演
奏
会
用

練
習
曲
」
か
ら
『
森
の
ざ
わ
め
き
』
を

好
演
し
ま
し
た
。 

　
２７
年
（
昭
和
２
年
）
か
ら
本
校
の
教

壇
に
立
っ
て
い
た
永
井
の
女
婿
で
あ
る

長
井
斉
は
辻
の
東
京
行
き
に
付
き
添
い
、

こ
の
よ
う
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。 

　
「
今
と
違
っ
て
、
大
阪
か
ら
東
京
へ

演
奏
に
で
か
け
る
の
は
当
時
と
し
て
は

大
変
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
に
ど
う
し

た
こ
と
か
、
学
校
内
で
も
あ
ま
り
宣
伝

し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
く
梅
田
駅
（
大

阪
駅
）
か
ら
夜
行
に
乗
っ
た
の
は
、
付

添
の
私
と
本
人
の
二
人
き
り
。
そ
の
上
、

見
送
り
は
お
母
さ
ん
た
だ
一
人

と
い
っ
た
寂
し
さ
だ
っ
た
。
今

に
し
て
思
え
ば
、
時
代
の
相
違

か
も
し
れ
な
い
が
随
分
変
な
話

だ
っ
た
」 

　
こ
の
前
後
に
流
行
歌
が
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
先
鞭
を
つ
け
た

の
は
浅
草
オ
ペ
ラ
で
し
た
。
ま

た
、
２９
年
（
昭
和
４
年
）
に
は

声
楽
家
の
佐
藤
千
夜
子
が
「
東

京
行
進
曲
」
を
ヒ
ッ
ト
さ
せ
、

日
本
初
の
レ
コ
ー
ド
歌
手
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
続
い
た
の
が
東
京
音
楽
学
校
の
声

楽
科
に
在
学
中
だ
っ
た
藤
山
で
、
電
気

マ
イ
ク
の
特
性
を
生
か
し
た
彼
の
歌
唱

に
大
衆
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
初

期
に
一
番
人
気
が
あ
っ
た
の
は
藤
山
と
、

「
赤
城
の
子
守
唄
」
や
「
国
境
の
町
」

が
や
は
り
大
ヒ
ッ
ト
し
た
東
海
林
太
郎

だ
と
い
わ
れ
、
流
行
歌
の
作
曲
家
や
作

詞
家
、
歌
手
が
次
々
と
デ
ビ
ュ
ー
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
世
相
に
永
井
は
３４
年
（
昭

和
９
年
）
８
月
２５
日
付
の
大
阪
毎
日
新

聞
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
学
童
が
唱
歌
よ
り
流
行
歌
を
好
ん
で

歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
上
困
っ
た

こ
と
に
違
い
な
い
が
、
レ
コ
ー
ド
全
盛

の
現
状
で
は
必
然
的
な
現
象
だ
と
い
え

る
。
唱
歌
は
学
校
で
せ
い
ぜ
い
１
週
間

に
１
時
間
ぐ
ら
い
し
か
習
わ
な
い
の
に
、

流
行
歌
は
家
庭
の
中
で
も
街
頭
で
も
、

毎
日
の
よ
う
に
聞
か
さ
れ
る
。
唱
歌
の

中
に
は
歌
え
ば
歌
う
ほ
ど
味
の
出
て
く

る
古
典
の
い
い
も
の
が
少
な
く
な
い
の

だ
が
、
流
行
歌
の
よ
う
な
興
味
と
あ
ま

さ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
大
人
も
子
ど
も

も
目
新
し
い
華
や
か
な
ほ
う
に
走
っ
て

し
ま
う
。 

　
こ
れ
は
古
い
も
の
を
時
代
遅
れ
の
名

で
捨
て
去
り
、
新
奇
な
も
の
ば
か
り
ち

や
ほ
や
す
る
日
本
の
社
会
的
通
弊
に
も

責
任
が
あ
る
。
レ
コ
ー
ド
の
隆
盛
に
よ

っ
て
な
る
ほ
ど
日
本
人
の
音
楽
に
対
す

る
耳
は
際
立
っ
て
進
歩
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
製
作
方
針
が
営
業
第
一
主
義
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
は
唱
歌
教
育
上
に
お
よ

ぼ
す
害
毒
も
軽
視
で
き
な
い
。
な
る
ほ

ど
レ
コ
ー
ド
会
社
は
児
童
の
た
め
に
い

い
唱
歌
を
吹
き
込
ん
だ
レ
コ
ー
ド
も
た

く
さ
ん
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

吹
き
込
み
の
多
く
は
素
人
向
き
に
歓
迎

さ
れ
る
た
め
、
下
手
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

な
ど
で
に
ぎ
や
か
に
は
や
し
立
て
た
俗

っ
ぽ
い
も
の
で
、
歌
う
声
も
子
ど
も
の

か
わ
い
ら
し
さ
を
失
っ
た
キ
ン
キ
ン
声

ば
か
り
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
日
本
に
「
家
庭
音
楽
」
が
な

い
こ
と
も
流
行
歌
が
跋
扈
す
る
一
つ
の

原
因
だ
と
思
う
。
外
国
で
は
父
も
子
も

祖
母
も
そ
ろ
っ
て
同
じ
曲
を
歌
う
こ
と

が
多
い
。
ソ
プ
ラ
ノ
を
娘
、
ア
ル
ト
を

母
、
テ
ノ
ー
ル
を
兄
、
バ
ス
を
父
で
四

部
合
唱
を
す
る
家
庭
さ
え
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
日
本
で
は
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
年

の
違
い
に
よ
っ
て
歌
う
音
楽
が
ま
ち
ま

ち
だ
。
子
ど
も
が
学
校
で
習
う
唱
歌
は

家
族
の
だ
れ
も
歌
わ
な
い
。
合
唱
で
き

る
の
は
結
局
レ
コ
ー
ド
か
ら
覚
え
た
流

行
歌
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

〈１6〉 

創
立
百
周
年
に
向
け
て 

永井幸次校長の授業風景（撮影年代は不詳） 

永
井
「
家
庭
音
楽
が
貧
困
」 社会も目新しさに走る 

流行歌好む学童 
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ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
管
弦
楽
団
の
メ
ン

バ
ー
で
結
成
さ
れ
た
ア
ミ
チ
弦
楽
四
重

奏
団
が
来
日
を
機
に
、
本
学
で
公
開
レ

ッ
ス
ン
と
特
別
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
「
弦
楽
四
重

奏
曲
　
第
７
番
」
を
演
奏
し
た
松
田
佳

奈
さ
ん（
院
２
）、
山
田
聖
華
さ
ん（
院

２
）、
小
澤
沙
緒
里
さ
ん（
演
奏
員
）、

川
勝
美
歌
さ
ん（
大
４
）は
「
音
が
き
れ

い
す
ぎ
る
か
ら
、
も
っ
と
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
に
。
二
種
の
楽
器
で
オ
ク
タ
ー
ブ
の

ユ
ニ
ゾ
ン
を
弾
く
と
き
は
、
上
の
奏
者

は
ふ
わ
り
と
漂
う
よ
う
に
、
と
け
こ
ん

で
」
な
ど
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

　
パ
リ
管
弦
楽
団
首
席
フ
ル
ー
ト
奏
者

を
つ
と
め
る
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
リ
ュ
カ
氏

が
、
公
開
レ
ッ
ス
ン
と
ミ
ニ
・
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
Ｋ
３
１
３
を
演
奏

し
た
安
藤
香
菜
子
さ
ん
は
「
音
が
奥
へ

飛
ぶ
よ
う
に
、
息
を
詰
め
て
音
を
押
さ

ず
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
に
出
る
音
色

を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

は
曲
が
始
ま
っ
た
と
た
ん
、
お
祭
り
騒

ぎ
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
。
い
つ
も
柔

軟
性
を
持
っ
て
自
由
に
、
で
も
明
確
な

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
」
な
ど

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。 

　
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
ピ
ア
ノ
科
、

室
内
楽
科
准
教
授
の
上
田
晴
子
氏
が
、

公
開
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
、
大
学
音
楽
専

攻
科
生
８
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
テ
ュ

イ
レ
の
「
ピ
ア
ノ
と
木
管
の
た
め
の
六

重
奏
曲
　
作
品
６
」
を
演
奏
し
た
戸
田

恵
さ
ん
に
は
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
ピ
ア

ノ
の
音
量
を
抑
え
る
個
所
で
は
、
ハ
ン

マ
ー
と
打
鍵
の
距
離
が
短
く
な
る
ア
フ

タ
ー
タ
ッ
チ
の
あ
た
り
で
、
小
さ
な
音

で
も
ク
リ
ア
に
弾
く
と
い
い
。
和
音
を

弾
く
と
き
は
、
上
の
音
だ
け
で
な
く
、

内
声
や
バ
ス
を
出
し
て
表
現
を
変
え
る

と
深
く
な
る
」
な
ど
と
指
導
し
ま
し
た
。 

　
「
こ
こ
は
一
番
感
動
す
る
と
こ
ろ
。

ゆ
っ
た
り
弾
か
な
い
と
。
拍
の
頭
は
し

っ
か
り
呼
吸
し
て
。
呼
吸
し
な
い
と
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
入
れ
ま
せ
ん
」 

　
福
田
進
一
氏
は
日
本
を
代
表
す
る
国

際
的
ギ
タ
リ
ス
ト
。
こ
の
日
は
ギ
タ
ー

協
奏
曲
の
中
で
も
重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ

ー
の
一
つ
Ｈ
・
ヴ
ィ
ラ
＝
ロ
ボ
ス
の
コ

ン
チ
ェ
ル
ト
を
取
り
上
げ
、
短
大
専
攻

科
の
林
久
登
さ
ん
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

共
演
す
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

指
導
し
ま
し
た
。「
こ
の
曲
は
す
ご
く

幻
想
的
な
曲
。機
械
的
に
弾
か
ず
、も
っ

と
フ
リ
ー
に
。
も
っ
と
歌
っ
て
」
と
も
。 

　
パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
教
授
、
パ
リ

管
弦
楽
団
第
１
ソ
ロ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
で
、
本
学
客
員
教
授
の
パ
ス
カ
ル
・

モ
ラ
ゲ
ス
氏
が
６
人
の
学
生
に
公
開
レ

ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ー
ノ
ル
ド

の
「
ソ
ナ
チ
ネ
」
を
演
奏
し
た
奥
田
和

希
さ
ん
（
大
３
）
は
「
こ
の
作
品
は
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
は
っ
き
り
。
ア
ー
テ
ィ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
短
く
。
ジ
ャ
ズ
的
要
素
が
あ

る
か
ら
、
弱
拍
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
き
か

せ
自
由
に
楽
し
む
よ
う
に
。
高
音
は
、

息
の
量
で
は
な
く
ス
ピ
ー
ド
と
圧
力
を

し
っ
か
り
」
な
ど
と
指
導
さ
れ
ま
し
た
。 

ザ・カレッジ・オペラハウス 
管弦楽団 
登録団員募集 

募集パート ヴァイオリン ２人 
 ヴィオラ １人 
 ファゴット １人 
応募資格 
大阪音楽大学・大学院・音楽専
攻科・短期大学部・短期大学部
専攻科卒業の方 
（２０１１年３月卒業見込みを含む） 

試験日　２０１１年２月１０日（木） 
選考方法　実技試験　面接 
（詳細は募集要項でお確かめください。） 

応募締切 
２０１１年１月２２日（土）消印有効 
※郵送に限ります。 

＜お問い合わせ・応募書類の提出先＞ 
〒５６１-８５５５ 
　豊中市庄内幸町１丁目１番８号 
　大阪音楽大学　コンサート・センター 
　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団 
　オーディション係 
1０６-６３３４-２１３１（代表） 
窓口受付時間　平日９時～１７時 
　　　　　　　土曜９時～１５時 

ピ　ア　ノ 

上田　晴子 

小さな音をクリアに アグレッシブな音を 合奏のポイント指導 

弦楽四重奏 

アミチ弦楽四重奏団 

ギター 

福田　進一 

フルート 

ヴァンサン・リュカ 
Vincent Lucas

クラリネット 

パスカル・モラゲス 
Pascal Moraguès

 

１０月２８日  Ｆ号館号館４３４教室教室 
 
 

１０月２８日  Ｆ号館４３４教室 
 
 

１１月１３日  Ｏ号館号館１０１教室教室 １１月１３日  Ｏ号館１０１教室 

特別講義 

１１月２５日　Ｏ号館号館２０２教室教室 １１月２５日　Ｏ号館２０２教室 

柔軟で自由な表現を ジャズ的要素を強調 

１１月１６日  Ｏ号館号館１０３教室教室 １１月１６日  Ｏ号館１０３教室 

１２月１日  Ｏ号館号館１０３教室教室 １２月１日  Ｏ号館１０３教室 
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２０１０年度大阪音楽大学短期大学部 

電子オルガンコース・コンサート「フライング・ライブ２０１１」 
１月９日（日）１７時　入場料１０００円　ザ・カレッジ・オペラハウス 
　出演　電子オルガン・コース生 

ポピュラーコース・コンサート 
１月２９日（土）１９時　入場料１０００円　梅田芸術劇場　シアター・ドラマシティ 
【チケット取扱い】チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Ｐコード１２５-７０８ 

大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２ 
　出演　ポピュラー・コース生 

ジャズコース・コンサート 
２月１６日（水）１８時３０分　入場料１０００円　ミレニアムホール 
　出演　ジャズ・コース生 

ミュージカルコース公演「‘１１ミュージカルへの招待」 
２月２１日（月）１８時  入場無料  要整理券  ミレニアムホール 
　出演　ミュージカル・コース生 

ザ・カレッジ・オペラハウス第２５回推薦コンサート 
八軒康浩とその仲間たち 
～アンサンブルの妙～ 

１月１６日（日）１４時　全自由席　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　一般２０００円　シルバー・小・中・高校生１０００円 

＊幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
　ヴァイオリン　八軒康浩　　　ヴィオラ　辻田結城彦 
　チェロ　　　高瀬恵理也　　ピアノ　　松村則子 
　Ｐ．Ｉ．チャイコフスキー：ピアノ三重奏曲　イ短調　作品５０ 
　　　　　　　　　　　　「偉大な芸術家の思い出に」 
　Ｊ．ブラームス：ピアノ四重奏曲　第１番　ト短調　作品２５ 

ザ・カレッジ・オペラハウス第２６回推薦コンサート 
１９世紀から現代へ　～架け橋となった作曲家たち～ 
３月２２日（火）１９時　全自由席　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　一般２０００円　シルバー・小・中・高校生１０００円 

＊幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
ソプラノ　　三村浩美　南奈緒 
ピアノ・ソロ　森上芙美子　原真奈美　バリトン　福嶋勲 
Ａ．シェーンベルク：３つのピアノ曲　作品１１ 
Ｆ．プーランク：歌劇「人間の声」 
Ｇ．Ｃ．メノッティ：歌劇「電話」　ピアノ伴奏　關口康祐 
Ｓ．バーバー：ピアノ・ソナタ　変ホ短調　作品２６ 
　　　　　　　　　　　　　　　監修／中村敬一 

大阪音楽大学 
第４２回吹奏楽演奏会 

２月２７日（日）１４時　入場料　１０００円　指定席 
兵庫県立芸術文化センター　KOBELCO　大ホール 
【チケット取扱い】 
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Ｐコード１２５-７０９ 
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２ 
指揮　北野徹　丸谷明夫 
演奏　大阪音楽大学吹奏楽団 
P.A.グレインジャー：リンカンシャーの花束 
O.レスピーギ：交響詩「ローマの祭り」（森田一浩編曲）　ほか 

大阪音楽大学短期大学部 
第１６回吹奏楽演奏会 

３月６日（日）１４時　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　１０００円　全自由席 
指揮　丸谷明夫　小野川昭博 
演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団 
F.ティケリ：シェナンドーア 
N.ヘス：イーストコーストの風景　ほか 

第２２回　大阪音楽大学学生オペラ 
Ｗ．Ａ．モーツァルト「ドン・ジョヴァンニ」 

（全２幕　原語上演　字幕付） 
２月１９日（土）１８時　２月２０日（日）１４時 
指定席　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　一般２０００円　シルバー・小・中・高校生１０００円 
＊本学学生の家族、幸楽会、付属音楽院会員はシルバー料金と同額とします。 
指揮　小田野宏之　演出　中村敬一 
合唱　大阪音楽大学合唱団 
管弦楽　大阪音楽大学管弦楽団 
◆キャスト◆ １９日 ２０日 
ドン・ジョヴァンニ 岩瀬昌弘 馬場亮太 
騎士長 楠木　稔 楠木　稔 
ドンナ・アンナ 臼井直美 中原美幸 
 樋川　綾 森屋　結 
ドン・オッターヴィオ 小林　峻 伊藤　寛 
ドンナ・エルヴィーラ 野口麻衣 田主容子 
 林　佑子 勝山幸菜 
レポレッロ 的場正剛 藤川晃史 
マゼット 楠木　稔 　曲伸和 
ゼルリーナ 川口りな 南　美里 
  喜多ゆり 

大阪音楽大学・大阪音楽大学短期大学部 
第８回　ザ・ストリング・コンサート 

３月９日（水）１８時　全自由席　ザ・カレッジ・オペラハウス 
入場料　１０００円 
指揮　上塚憲一 
弦楽合奏　大阪音楽大学／短期大学部弦楽器専攻生 

オペラ物知り講座　第６期 
第４回　指揮者の仕事「マエストロ～牧村邦彦さん」 
１月１８日（火）１８時３０分　ミレニアムホール 
講師　中村敬一　ゲスト　牧村邦彦（指揮者） 
演奏　ソプラノ　平野雅世　ピアノ　岡本佐紀子 
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。 

第４２回　ミレニアムホール特別講座 
『クラリネット「解体新書」！』 

２月２６日（土）１４時　ミレニアムホール 
講師　日下部吉彦 
演奏　クラリネット　上田希　ピアノ　藤井快哉 
受講料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。 
＜申し込み・問い合わせ＞エクステンション・センター 
1０６-６３３４-２２５１　ＦＡＸ０６-６３３４-２５４２ 

大阪音楽大学音楽博物館 
第６８回ミュージアム・コンサート 
「アーリー・ギターの愉しみ」 

２月１２日（土）１４時　音楽博物館　受講料１０００円 
お話と演奏　高本一郎 

第３０回ミュージアム・セミナー 
「メコン川が運ぶケーンの響き」 

３月１９日（土）１４時　音楽博物館　受講料１０００円 
お話　西岡信雄 
演奏　ラオス伝統芸能団“ドクパーペッポントン” 
＜申し込み・問い合わせ＞音楽博物館 
1０６-６８６８-１５０９　ＦＡＸ０６-６８６５-１２２１ 
＊事前の申し込みが必要です。 

大阪音楽大学の催し 

…………………………………………………………………………… 

◇大阪音楽大学主催演奏会のチケットは電話、Fax、はがきでコンサート・センターへお申し込みください。ホームページからもお申し込みいただけま
す。http://daion.ac.jp［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５　豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４ 

（演奏員） 
 
 
 
 
 
 
（演奏員） 

（演奏員） 

１０月２８日  Ｆ号館４３４教室 
 
 

１１月１３日  Ｏ号館１０１教室 

１１月２５日　Ｏ号館２０２教室 

１１月１６日  Ｏ号館１０３教室 

１２月１日  Ｏ号館１０３教室 
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ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
石
橋
栄
実
助
教
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
（
Ｂ
Ｋ
）
の
「
よ

み
が
え
る
『
ラ
ジ
オ
歌
謡
』
と
そ
の
時

代
〜
大
阪
発
・
６０
年
ぶ
り
の
復
活
演
奏

〜
」
に
出
演
。
１０
月
２３
日
総
合
テ
レ
ビ

（
関
西
地
域
向
け
）、
１１
月
３
日
が
Ｂ

Ｓ
２
（
全
国
放
送
＝
完
全
版
）
で
そ
れ

ぞ
れ
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

　
８５
年
の
歴
史
が
あ
る
Ｂ
Ｋ
の
倉
庫
か

ら
、
「
ラ
ジ
オ
歌
謡
」
の
た
め
に
作
曲

さ
れ
た
楽
曲
の
数
々
や
朗
読
付
き
の
歌

物
語
、
大
阪
弁
の
会
話
が
い
き
て
い
る

ラ
ジ
オ
音
楽
劇
な
ど
、
手
書
き
の
楽
譜

が
１
０
０
点
以
上
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
中
心
に
Ｂ
Ｋ
の
委
嘱
で
２０
世

紀
半
ば
に
生
ま
れ
た
作
品
を
復
活
演
奏

し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
前
の
大
阪
の
街

並
み
な
ど
、
歴
史
的
な
映
像
も
豊
富
に

交
え
て
放
映
さ
れ
ま
し
た
。 

　
石
橋
助
教
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー
ル
で

収
録
し
た
の
は
８
月
５
日
。
大
阪
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
（
本
名
徹
次
指
揮
）

と
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合

唱
団
を
バ
ッ
ク
に
「
た
そ
が
れ
の
ワ
ル

ツ
」
や
「
鏡
」
、
「
夏
の
ル
ム
バ
」
を

始
め
、
大
栗
裕
作
曲
の
オ
ペ
ラ
「
夫
婦

善
哉
」
や
ラ
ジ
オ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス

「
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
物
語
」
な
ど

を
歌
い
ま
し
た
。
大
栗
は
大
阪
を

代
表
す
る
作
曲
家
で
、
５４
年
か
ら

死
亡
す
る
ま
で
の
２８
年
間
、
本
学
講
師

を
務
め
、
自
筆
譜
の
作
品
な
ど
は
本
学

音
楽
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
テ
ノ
ー
ル
の
松
本
薫
平
さ
ん

や
ア
ル
ト
の
野
上
貴
子
さ
ん
（
９２
年
大

卒
・
声
楽
）
ら
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団

登
録
正
団
員
も
出
演
。
大
栗
作
品
を
演

奏
の
際
に
は
本
学
の
様
子
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。 

　
１０
月
２１
日
、
１１
月
８
、
１６
、
２５
日
の

４
回
、
文
化
庁
が
実
施
す
る
「
子
ど
も

の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」

の
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
奈

良
県
大
和
郡
山
市
立
片
桐
西
小
学
校
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
５
年
生
１
０
０
人

を
対
象
に
、
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
経
て
、
４

回
目
に
全
校

生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
の
方
々

の
前
で
オ
ペ
ラ
の
発
表
会

を
す
る
と
い
う
企
画
。
題

材
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
魔

笛
」
を
選
び
、
小
学
校
の

授
業
に
ス
ッ
ポ
リ
入
る
４０

分
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
ま
と
め
ま
し
た
。 

　
小
学
校
音
楽
科
の
先
生

に
、
子
ど
も
た
ち
の
役
の

割
り
振
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ヘ
ビ

役
２１
人
、
童
子
役
１３
人
、
森
の
動
物
役

７
人
、
小
鳥
役
１２
人
、
パ
パ
パ
の
子
ど

も
役
３４
人
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
１３
人
の
大

所
帯
。
さ
ら
に
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
や
タ

ン
バ
リ
ン
、
鈴
な
ど
の
楽
器
で
「
雷
鳴
」

な
ど
の
効
果
音
も
つ
く
り
、
た
て
笛
で

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
や
パ
パ
ゲ
ー
ノ
の
鳥

笛
を
演
奏
し
て
、
最
後
の
演
奏
会
に
向

け
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
片
桐
西
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
身
体
能
力
も
高
く
、

先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
ゼ
ロ
の
状

態
か
ら
、
最
大
限
の
す
ば
ら
し
い
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
と
協
力
を
し
て
ス
テ
ー

ジ
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
プ
ロ

の
オ
ペ
ラ
歌
手

の
み
な
さ
ん
。

福
永
修
子
、
田
代
睦
美
、
神
原
由

紀
子
、
菅
野
千
賀
、
細
川
勝
さ
ん

は
本
学
出
身
、
二
塚
直
紀
さ
ん
は

び
わ
湖
ホ
ー
ル
所
属
で
す
。
指
揮

は
森
和
幸
さ
ん
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
の

竹
村
美
和
子
さ
ん
と
演
出
助
手
の

本
城
聖
美
さ
ん
も
本
学
出
身
で
す
。 

　
ま
た
稽
古
初
日
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
驚
か
せ
た
の
は
「
本
物
の
舞

台
衣
装
」
（
松
田
優
ア
ト
リ
エ
ミ

ッ
ク
提
供
）
で
し
た
。
練
習
が
進

む
に
つ
れ
、
本
物
の
舞
台
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
本
物
の
オ
ペ
ラ
歌
手

と
の
共
演
と
い
う
大
き
な
経
験
に
、
子

ど
も
た
ち
も
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
体
験
が
子
ど
も
た
ち
の
記
憶

に
深
く
刻
ま
れ
、
次
代
を
担
う
芸
術
家

が
生
ま
れ
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願

い
つ
つ
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
ど
こ

か
の
小
学
校
に
行
っ
て
『
パ
パ
パ
の
お

は
な
し
』
を
子
ど
も
た
ち
と
創
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

石橋栄実助教らが 
　 大栗裕作品を歌う 
ＮＨＫ「よみがえる『ラジオ歌謡」 

○上
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
を
バ
ッ
ク
に
歌
う

石
橋
栄
実
助
教
○下
松
本
薫
平
さ
ん
と
。
 

「
子
ど
も
の
た
め
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
を
終
え
て
　
安
藝
榮
子

講
師 

奈
良
の
小
学
生
　
本
物
の
オ
ペ
ラ
を
体
験 
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第
３３
回
邦
楽
演
奏
会
は
１１
月
２６
日
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
大
学
と
短
大
の
１
年
生
３
人
が

同
ホ
ー
ル
で
の
初
舞
台
を
踏
み
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
第
１
部
は
光
崎
検
校
の
五
段
砧
。
次

い
で
１
９
５
１
年
（
昭
和
２６
年
）
に
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
聖
徳
太
子
１
３
３
０

年
忌
の
記
念
芸
術
祭
に
発
表
さ
れ
た
宮

城
道
雄
の
「
飛
鳥
の
夢
」
や
、
在
原
勾

当
の
「
松
の
寿
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
第
２
部
で
は
長
澤
勝
俊
の
「
春
三
題
」

と
邦
楽
専
攻
生
、
教
員
、
演
奏
員
、
そ

れ
に
打
楽
器
専
攻
の
学
生
ら
も
加
わ
っ

て
長
澤
の
四
季
シ
リ
ー
ズ
４
曲
目
に
当

た
る
「
春
の
一
日
」
を
合
奏
し
ま
し
た
。 

　
名
誉
教
授
だ
っ
た
須
山
知
行
一
周
忌

追
善
演
奏
会
が
１０
月
２４
日
、
大
阪
市
中

央
区
の
国
立
文
楽
劇
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
芸
道
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
と
情

熱
に
あ
ふ
れ
た
須
山
知
行
氏
の
人
柄
を

し
の
ぶ
人
た
ち
が
開
演
前
か
ら
会
場
に

長
蛇
の
列
。 

　
演
奏
会
は
沢
康
雄
の
作
品
を
邦
楽
器

用
に
編
曲
し
た
「
恩
徳
讃
」
で
幕
開
け
。

２
曲
目
は
「
春
の
海
」
。
こ
の
曲
は
須

山
氏
の
師
匠
で
あ
る
宮
城
道
雄
の
代
表

作
で
１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）
の
歌

会
始
の
た
め
に
出
さ
れ
た
勅
題
「
海
辺

巖
」
に
因
ん
で
前
年
暮
れ
に
発
表
さ
れ

た
箏
と
尺
八
の
二
重
奏
曲
。
中
島
警
子

名
誉
教
授
を
中
央
に
、
小
牧
万
須
美
講

師
、
尺
八
の
星
田
一
山
講
師
ら
計
８８
人

が
出
演
し
ま
し
た
。 

　
次
い
で
「
和
楽
器
の
た
め
の
三
重
奏
」

「
残
月
」
「
遠
砧
」
「
月
」
「
里
の
暁
」

と
進
み
、
最
後
は
宮
城
作
曲
の
大
作
「
日

蓮
」
。
５３
年
（
昭
和
２８
年
）
に
「
日
蓮

聖
人
銅
像
建
立
５０
年
慶
讃
の
集
い
」
で

初
演
さ
れ
た
も
の
で
、
指
揮
は
松
尾
昌

美
名
誉
教
授
、
独
唱
・
田
中
勉
教
授
、

箏
独
奏
・
中
島
名
誉
教
授
、
打
物
・
北

野
徹
教
授
、
十
七
絃
・
村
上
洋
子
講
師
、

胡
弓
・
小
牧
講
師
、
笙
・
林
絹
代
講
師
、

尺
八
・
星
田
講
師
。
合
唱
に
は
卒
業
生

も
加
わ
り
ま
し
た
。 

須山知行一周忌追善 
演奏会に長蛇の列 

　
私
た
ち
大
学
音
楽
専
攻
科
生
は
毎
年
、

学
修
の
成
果
を
学
外
で
発
揮
す
る
オ
ー

タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
（
音
楽
実
践
演
習
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
１０
月
１６
日

に
羽
曳
野
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
、
１１

月
２７
日
に
兵
庫
県
洲
本
市
文
化
体
育
館

文
化
ホ
ー
ル
（
淡
路
島
）
の
二
カ
所
で

開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
で
は
、
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
「
音
楽
は
い
つ
も
そ
ば
に
」
に
ち

な
ん
で
馴
染
み
の
深
い
曲
目
を
多
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
、

誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
た
事
の
あ
る
曲

を
解
説
し
、
よ
り
音
楽
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
工
夫
し
ま
し
た
。 

　
洲
本
市
文
化
体
育
館
で
は
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

み
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル
側
の
ご
協
力
に

よ
り
様
々
な
色
の
照
明
を
付
け
加
え
て

頂
い
て
、
よ
り
本
格
的
な
演
奏
会
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
ず

れ
の
演
奏
会
も
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
る

こ
と
の
少
な
い
裏
方
の
面
や
、
一
つ
の

演
奏
会
を
作
り
上
げ
る
ま
で
の
苦
労
を

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
人
生

に
お
い
て
大
変
意
義
の
あ
る
演
奏
会
と

な
り
ま
し
た
。 

大
学
音
楽
専
攻
科
生
　
峯
　
　
慎
吾 

野
口
　
麻
衣 

第３３回邦楽演奏会 

学
修
の
成
果
２
カ
所
で
披
露 

「
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び
き
の
」 

洲
本
市
文
化
体
育
館 
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２０
世
紀
オ
ペ
ラ
最
後
の
傑
作
「
欲
望
と
い
う
名
の

電
車
」（
全
３
幕
）が
１１
月
１２
、
１４
日
ザ
･
カ
レ
ッ
ジ
･

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
関
西
初
演
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５

１
年
に
映
画
化
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
し
た
Ｔ
･
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
の
戯
曲
を
も
と
に
、
米
国
の
作
曲
家
Ａ
･
プ
レ

ヴ
ィ
ン
が
音
楽
を
つ
け
、
９８
年
に
オ
ペ
ラ
化
し
た
作

品
で
す
。
 

　
舞
台
は
２
部
屋
し
か
な
い
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
の
ア

パ
ー
ト
。
家
も
財
産
も
な
く
し
た
名
家
出
身
の
主
人

公
ブ
ラ
ン
チ
（
松
田
昌
恵
）
が
こ
の
ア
パ
ー
ト
に
住

む
妹
ス
テ
ラ
（
石
橋
栄
実
）
の
も
と
に
身
を
寄
せ
ま

　
大
阪
音
楽
大
学
第
５３
回
定
期
演
奏
会

は
１２
月
３
日
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
ら
が

日
頃
の
成
果
を
学
内
外
に
発
信
す
る
最

も
重
要
な
行
事
。
ま
た
、
世
界
を
代
表

す
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
、
パ
ス
カ
ル
・

モ
ラ
ゲ
ス
客
員
教
授
の
独
奏
も
相
ま
っ

て
会
場
は
満
員
の
盛
況
で
し
た
。 

　
演
目
は
Ｏ
・
ニ
コ
ラ
イ
の
歌
劇
「
ウ

ィ
ン
ザ
ー
の
陽
気
な
女
房
た
ち
」
序
曲
、

Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
奏
曲 

イ
長
調 

K
６
２
２
」

（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
独
奏
　
モ
ラ
ゲ
ス
客

員
教
授
）
、
Ｈ
・
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
「
幻

想
交
響
曲
―
あ
る
芸
術
家
の
生
涯
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
　
作
品
１４
」
。
大
阪
音
楽
大

学
管
弦
楽
団
の
演
奏
で
指
揮
は
小
田
野

宏
之
特
任
教
授
。 

　
モ
ラ
ゲ
ス
客
員
教
授
　
学
生
た
ち
が

十
分
に
音
色
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
、
楽

し
く
演
奏
で
き
ま
し
た
。
音
楽
そ
の
も

の
も
生
き
生
き
し
て
、
演
奏
の
喜
び
を

分
か
ち
合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
小
田
野
特
任
教
授
　
本
番
が
ベ
ス
ト

で
し
た
。
み
ん
な
に
は
音
を
出
す
だ
け

で
な
く
、
情
景
や
音
色
で
表
現
し
よ
う

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
き
ち
ん
と
出

来
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
４
人
の
選
抜
学
生
が
小
田
野
宏
之
特
任
教

授
の
指
揮
で
ザ･

カ
レ
ッ
ジ･

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

管
弦
楽
団
と
共
演
し
ま
し
た
。 

　
フ
ル
ー
ト
の
田
中
梨
沙
さ
ん
（
大
４
）
は

２０
世
紀
を
代
表
す
る
イ
ベ
ー
ル
の
世
界
を
か

っ
こ
よ
く
、
　
武
さ
ん
（
大
４
）
は
ジ
ョ
リ

ヴ
ェ
の
曲
で
打
楽
器
の
可
能
性
に
挑
戦
。
ピ

ア
ノ
の
伏
見
千
紗
都
さ
ん
（
大
２
）
は
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
シ
ン
プ
ル
な
音
の
美
、
優
雅
な

音
色
づ
く
り
を
、
平
垣
友
里
さ
ん
（
大
専
）

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
た
く
ま
し
さ
を
客
席

に
届
け
ま
し
た
。 

　ブランチ・松田昌恵准教授 この作品がオペラの関西
デビュー。この１年、スコアを触らない日はありませんでした。
難しい役だけに、とてもやりがいがありました。 
　スタンリー・藤村匡人さん 荒くれで屈折した自分にな
い人間像を、どう表現するかで苦心しました。英語には
歌いにくい二重母音などもあり、これも苦労の一つ。 

演
奏
の
喜
び
　
分
か
ち
合
え
た
 

大阪音楽大学 

第５３回定期演奏会 

１１月２２日 ザ･カレッジ・オペラハウス 
 

日　ミレニアムホール 
 

ッジ・コンサート 第22回ザ･コンチェルト･コンサート 

　出　中村　敬一 
ウス管弦楽団 

電車 
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す
。
ス
テ
ラ
の
夫
で
粗
野
な
工
場
労
働
者
ス
タ
ン
リ

ー
（
藤
村
匡
人
）
と
は
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
板
挟

み
に
遭
い
、
悩
む
ス
テ
ラ
…
。
 

　
愛
と
憎
し
み
。
男
女
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
様
々

な
人
間
像
が
、
ま
る
で
映
画
の
シ
ー
ン
の
よ
う
に
め

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま
す
。
リ
ア
ル
な
会
話
、
華
や

か
で
色
彩
豊
か
な
音
楽
と
照
明
が
臨
場
感
を
あ
お
り
、

観
客
は
い
つ
の
間
に
か
舞
台
の
中
に
引
き
込
ま
れ
ま

す
。
出
演
者
は
こ
の
作
品
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
人
間

く
さ
さ
を
見
事
に
演
じ
き
り
ま
し
た
。
 

　０９年度大阪音楽大学音楽学部最優秀賞受賞
者演奏会「第７回ザ・ローレル・コンサート」
は１０月２７日、１８時からザ・カレッジ・オペラ
ハウスで催され、４人が出演しました。 
 

　
テ
ノ
ー
ル
の
小
林
峻
さ
ん
（
院
１
・

声
楽
）
は
Ｇ
・
ビ
ゼ
ー
の
交
響
的
頌

歌
「
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
」
よ
り

「
心
を
開
い
て
お
く
れ
」
な
ど
５
曲

を
熱
唱
。
「
新
し
い
目
標
と
い
う
か
、

次
の
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
特

に
、
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の
ル
チ
ア
は

正
確
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
情
感
の
入
れ

方
が
あ
る
と
思
う
の
で
挑
戦
し
ま
す
」 

　
福
田
容
子
さ
ん
（
院
１
・
ピ
ア
ノ
）

は
Ｆ
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ 

第
２０
番 
イ
長
調 

Ｄ
９
５

９
」
を
選
曲
。
「
自
分
の
好
き
な
大

き
い
曲
を
も
っ
て
き
ま
し
た
が
、
正

直
、
力
不
足
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
で
も
、
今
の
自
分
の
力
を
出
せ

た
し
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
世
界
観
も

伝
え
る
努
力
は
し
ま
し
た
」 

　
松
本
栄
成
さ
ん
（
院
１
・
作
曲
）

は
「
〈
ペ
ネ
ト
ラ
シ
オ
ン
〉
…
沈
殿

す
る
陰
翳
」
を
新
作
初
演
。
「
皆
さ

ん
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
者
で
、
短
い

期
間
に
最
大
限
、
私
の
世
界
観
を
表

現
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
奏
会

で
、
自
分
の
新
た
な
作
品
の
方
向
性

を
見
極
め
る

こ
と
が
出
来

ま
し
た
」 

　
藤
田
紗
織
さ
ん
（
１０
年
大
卒
・
フ

ル
ー
ト
）
は
Ｃ
・
サ
ン--

＝
サ
ー
ン

ス
の
「
序
奏
と
ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
チ

オ
ー
ソ
」
な
ど
３
曲
を
演
奏
。
「
出

番
の
約
１０
分
前
に
楽
器
が
壊
れ
、
楽

器
店
の
人
が
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
の
楽
器
と
違
う
の
で
ど
き
ど
き

し
ま
し
た
が
、
共
演
者
が
私
の
音
楽

に
つ
い
て
き
て
く
れ
、
感
謝
し
て
い

ま
す
」 

 

　
第
２１
回
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た
３
人
の
学

生
が
出
演
。
ピ
ア
ノ
の
西
根
里
絵
さ
ん
（
大

１
）
は
大
胆
か
つ
奔
放
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」

を
独
奏
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
山
下
美
　
さ
ん

（
大
２
）
は
軽
快
に
戯
れ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
と

叙
情
的
で
情
熱
的
な
シ
ュ
ー
マ
ン
を
対
照
的

に
演
奏
。
ソ
プ
ラ
ノ

の
林
佑
子
さ
ん
（
大

４
）
は
レ
ス
ピ
ー
ギ

を
陰
影
深
く
、
山
田

耕
筰
を
艶
や
か
に
、

プ
ッ
チ
ー
ニ
を
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
な
表
現
で

独
唱
し
ま
し
た
。 

　指揮・大勝秀也さん とても複雑な音楽ですが、オーケ
ストラの皆さんは練習の時から楽譜をよく見て準備してく
れたので、本番は息がぴったり。最高のできでした。 
　演出・中村敬一さん 心の変化、スピード感のある言葉
のキャッチボールは映画以上におもしろかった、といって
くださり、とても嬉しい。大人と仕事をした気持ち。 

第７回ザ・ローレル・コンサート 

「
人
間
ド
ラ
マ
」
演
じ
る
 

１１月１５

第21回ザ・カレッ

指　　揮　大勝　秀也　　　演　
管 弦 楽　ザ･カレッジ･オペラハウ
制作統括　荒田　祐子 
 

20世紀オペラ･シリーズ 
 欲望という名の
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９
月
２６
日
は
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
夕

べ
」
。
３
０
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
柏

原
藩
陣
屋
敷
跡
が
会
場
で
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
赤
松
由
夏
さ
ん 

（
９７
年
院
修
）、
チ
ェ
ロ
後
藤

敏
子
さ
ん
（
８４
年
院
修
）、
ピ

ア
ノ
城
村
奈
都
子
さ
ん
（
武
庫

川
女
子
大
伴
奏
員
）
が
出
演
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
「
鱒
」
、

シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ト
ロ
イ
メ
ラ

イ
」
、
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の

ワ
ル
ツ
「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」、

プ
ッ
チ
ー
ニ
「
誰
も
寝
て
は
な

ら
ぬ
」
な
ど
１４
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

　
屋
敷
の
庭
に
設
け
ら
れ
た
客
席
は
普

段
着
姿
の
地
元
の
人
た
ち
で
満
席
。「
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
の
優
し
い
響
き

が
木
の
ぬ
く
も
り
と
上
手
に
溶
け
込
み
、

心
を
洗
わ
れ
ま
し
た
」
と
皆
さ
ん
。 

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
田
邉
織
恵
さ
ん
（
００
年

院
修
）
が
登
場
し
た
の
は
１０
月
３
日
の

春
日
街
角
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
テ
ー

マ
は
「
音
の
玉
手
箱
」
。 

　
雨
に
見
舞
わ
れ
、
出
演
者
も
観
客
も

散
々
で
し
た
が
、
田
邉
さ
ん
は
童
謡
「
赤

と
ん
ぼ
」
、
鈴
木
英
明
名
誉
教
授
作
曲

の
歌
曲
「
大
阪
こ
と
ば
あ
そ
び
」
、
ヘ

ン
デ
ル
の
オ
ペ
ラ
「
リ
ナ
ル
ド
」
の
ア

リ
ア
「
私
を
泣
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
を
熱
唱
。
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
谷
風

佳
孝
さ
ん
と
の
息
も
ぴ
っ
た
り
。
会
場

を
沸
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
音
楽
祭
に
は
チ
ェ
ロ
の
成
川
昭
代
さ

ん
（
８１
年
短
卒
）、
ハ
ー
プ
春
木
浩
子

さ
ん
（
８７
年
院
修
）、
ソ
プ
ラ
ノ
の
中

村
朋
子
さ
ん
（
９４
年
院
修
）、
テ
ノ
ー

ル
中
塚
昌
昭
さ
ん
（
９４
年
院
修
）
た
ち

も
出
演
、
地
域
と
の
交
流
に
ひ
と
役
買

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
約
１
カ
月
半
に
わ
た
っ
て
催
さ
れ
た

音
楽
祭
は
１１
月
１３
日
に
丹
波
の
森
公
苑

ホ
ー
ル
（
丹
波
市
柏
原
町
）
で
フ
ィ
ナ

ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
日
の
テ
ー

マ
は
「
幼
な
じ
み
の
音
あ
そ
び
」
。
リ

コ
ー
ダ
ー
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
な
ど
、

教
育
教
材
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
楽
し

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
も
お
待
ち
か
ね
で
す
。
安
永
早
絵

子
さ
ん
（
９３
年
大
卒
）
率
い
る
打
楽
器

グ
ル
ー
プ
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ 

Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
」

は
演
奏
と
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

テ
ノ
ー
ル
の
畑
さ
ん
は
「
野
ば
ら
」
「
菩

提
樹
」「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
な
ど
を
歌
い
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。 

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
２
０
１
０
年
「
ま

す
の
旅
」。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
歌
曲
「
鱒
」

を
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
河
口
結
子
さ
ん 

（
８５
年
大
卒
・
作
曲
）

が
音
楽
祭
の
た
め
に

編
曲
し
た
も
の
。「
鱒
」

が
上
海
、
ド
バ
イ
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
世

界
中
を
旅
す
る
か
わ

い
い
曲
で
、
こ
れ
を

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

リ
コ
ー
ダ
ー
の
１１
人

が
に
ぎ
や
か
に
大
合

奏
。
客
席
の
子
ど
も

た
ち
も
リ
ズ
ム
を
取

り
、
会
場
が
揺
れ
動

き
ま
す
。 

　
「
歌
の
街
丹
波
」

を
目
指
す
国
際
音
楽

祭
。
今
年
も
音
楽
を

通
し
て
様
々
な
出
会

い
、
様
々
な
喜
び
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
丹
波
の
森
国
際
音
楽
祭
「
シ
ュ
ー
ベ
ル
テ
ィ
ア
ー
デ
た
ん
ば
」
を
ご
存
知
で
す

か
。
本
学
出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
畑
儀
文
さ
ん
（
７９
年
院
修
、
武
庫
川
女
子
大

教
授
）
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
で
す
。
１６
回

目
の
今
年
は
「
丹
波
の
森
の
音
あ
そ
び
」
を
テ
ー
マ
に
９
月
２５
日
か
ら
１１
月
１３
日

ま
で
兵
庫
県
篠
山
、
丹
波
両
市
の
２８
会
場
で
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
卒
業
生
も
出

演
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
会
場
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。 

卒
業
生
　交
流
に
ひ
と
役 

普
段
着
姿
で
音
楽
楽
し
む 

丹波の森国際音楽祭 
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「
明
治
時
代
は
外
国
の
曲
に
日
本
人

が
詩
を
つ
け
て
歌
っ
た
借
り
物
の
時
代
・

大
正
、
昭
和
は
戦
争
を
避
け
て
通
れ
ま

せ
ん
」。 

　
佐
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
で
テ
ノ

ー
ル
西
垣
講
師
、
ソ
プ
ラ
ノ
影
山
貴
美

子
さ
ん
が
竹
下
夢
路

の
実
ら
ぬ
恋
歌
「
宵

待
草
」、
日
本
人
に

よ
る
歌
曲
「
富
士
山

見
た
ら
」、平
成
の
ヒ

ッ
ト
曲
「
千
の
風
に

な
っ
て
」
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

　
ジ
ャ
ズ
の
基
本
は
３
、
５
、
７
度
を

半
音
低
め
た
ブ
ル
ー
・

ノ
ー
ト
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
と
、
裏
拍
の
ア
ー

テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
き
か
せ
た
ス
イ

ン
グ
の
リ
ズ
ム
。
こ

れ
を
ベ
ー
ス
に
魅
力

的
な
ア
ド
リ
ブ
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。 

　
赤
松
教
授
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
に
森

宏
教
授
の
ピ
ア
ノ
、
木
村
知
之
講
師
の

ベ
ー
ス
、
東
敏
之
講
師
の
ド
ラ
ム
ス
で

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
「
マ
イ
・
リ
ト
ル
・
ブ

ラ
ウ
ン
・
ブ
ッ
ク
」
な
ど
を
演
奏
し
ま

し
た
。 

　
１３
世
紀
に
は
歌
、
踊
り
な
ど
に
付
随

し
て
い
た
楽
器
が
独
立
し
て
発
展
。
ま

た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
楽
器
が
転
換
期

を
迎
え
、
音
域
の
拡
大
、
表
現
力
の
豊

か
な
楽
器
と
し
て
登
場
し
て
き
た
時
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
時
の
民
衆
の
叫
び
声
、
宮
廷
の
生

活
や
教
会
の
様
子
を
想
像
し
て
聴
い
て

ほ
し
い
、
と
愉
快
な

舞
曲
、
バ
ロ
ッ
ク
の

音
楽
を
演
奏
。
１８
世

紀
中
ご
ろ
姿
を
消
し

た
リ
コ
ー
ダ
ー
が
ド

イ
ツ
の
音
楽
教
育
で

用
い
ら
れ
る
な
ど
し

て
復
活
し
た
話
も
。 

　
ま
ず
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
１
５
０
０

年
代
に
生
ま
れ
、
材
質
は
表
板
が
松
の

木
、
横
板
と
裏
板
は
カ
エ
デ
の
木
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
弓
の
毛
は
馬
の
尻
尾
だ

と
説
明
。 

　
演
奏
旅
行
で
小
豆
島
（
香
川
県
）
を

訪
れ
た
際
、
子
ど
も
た
ち
は
弦
を
見
て
、

特
産
品
の
「
お
そ
う
め
ん
だ
」
と
答
え

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。
ギ
タ
ー

の
松
本
吉
夫
さ
ん
と

ヘ
ン
デ
ル
の
「
シ
バ

の
女
王
の
入
場
」
や

山
田
耕
筰
の
「
か
ら

た
ち
の
花
」
な
ど
を

演
奏
し
ま
し
た
。 

　
三
味
線
は
室
町
時
代
末
期
の
１６
世
紀

後
半
に
中
国
、
琉
球
か
ら
大
阪
・
堺
に

伝
わ
り
ま
し
た
。
当
時
、
堺
の
港
は
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
と
の
貿
易
の
窓
口
で
し

た
。 

　
三
味
線
は
歌
舞
伎
、

長
唄
、
浄
瑠
璃
な
ど

と
と
も
に
江
戸
時
代
、

民
間
に
普
及
し
、
元

禄
時
代
に
最
盛
期
を

迎
え
ま
し
た
。
地
歌

を
演
奏
す
る
も
の
は

三
味
線
と
言
わ
ず
に
三
絃
と
表
現
す
る

と
紹
介
、
尺
八
の
星
田
一
山
講
師
と
菊

岡
検
校
作
曲
の
「
夕
顔
」
な
ど
を
合
奏

し
ま
し
た
。 

　
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の「
軍
隊
行
進
曲
」は

彼
が
好
き
な
女
の
子
と
触
れ
合
う
た
め

に
書
い
た
連
弾
曲
で
し
た
。
連
弾
は
意

外
と
重
労
働
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
爪
が
当

た
り
、
時
に
は
凶
器
に
な
る
こ
と
も
。 

　
超
「
舌
」
技
巧
の

２
人
が
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
「
愛
の
歌
」
な
ど

を
演
奏
。
オ
ー
デ
ィ

オ
機
器
を
駆
使
し
て

連
弾
の
楽
し
さ
、
お

も
し
ろ
さ
を
紹
介
し

ま
し
た
。 

　
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
ハ
ー
プ

は
最
古
の
楽
器
の
一
つ
。
カ
エ
デ
と
松

で
で
き
て
お
り
、
弦

は
４７
本
。
足
元
に
は

７
つ
の
ペ
ダ
ル
が
つ

い
て
い
ま
す
。 

　
後
半
は
フ
ル
ー
ト

奏
者
、
江
戸
聖
一
郎

さ
ん
と
の
デ
ュ
オ
。

Ｇ
・
ビ
ゼ
ー
の
戯
曲

「
ア
ル
ル
の
女
」、
Ｊ
・
マ
ス
ネ
の
「
タ

イ
ス
の
瞑
想
曲
」、
宮
城
道
雄
「
春
の

海
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。
夢
の
中

を
漂
う
よ
う
な
ハ
ー
プ
と
フ
ル
ー
ト
の

心
地
よ
い
音
色
に
会
場
は
う
っ
と
り
。 

共催　大阪音楽大学 
高槻市立生涯学習センター 

歌
い
継
ぎ
た
い
心
の
歌
、日
本
の
歌 

１０
月
２２
日
　
西
垣
　
俊
朗
講
師 

ジ
ャ
ズ
演
奏
の
分
解
と
組
み
立
て
！ 

１１
月
１２
日
　
赤
松
　
二
郎
教
授 

リ
コ
ー
ダ
ー
そ
の
歴
史
と
音
楽
へ 

の
探
訪
の
旅 

１１
月
２
日
　
田
村
　
義
一
講
師 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の 

お
し
ゃ
べ
り 

１１
月
９
日
　
赤
松
　
由
夏
講
師 

三
絃
の
世
界 

１０
月
２９
日
　
小
牧
万
須
美
講
師 

音
色
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア 

１１
月
２６
日
　
宇
野
友
基
子
演
奏
員 

連
弾
弾
丸
ト
ー
ー
ー
ク
！？
 

 
木
村
　
貴
子
演
奏
員 

１１
月
１９
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

關
口
　
康
祐
演
奏
員 

音楽の宝石箱 

音楽・心の旅 豊中市立中央公民館 
豊中市立千里公民館 
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　ドイツを拠点にヨーロッパ各地で精力的な演奏活動を展開

するピアニスト安積京子さん（０４年院修）がファンお待ちかね

のファーストアルバム｢DEBUT｣をリリースしました。 

　安積さんは卒業後ドイツに渡り、国立ミュンヘン音楽大学大

学院を修了。第７回国際ウィーン･ピアニストコンクール２位、第

１４回ブレスト･ピアノコンクール（フランス）では１等メダルを受

賞する実力派。これまでにドイツ・ミュンヘンやウィーンなど、ヨー

ロッパ各地で９０回を超す演奏活動を行ってきました。 

　｢DEBUT｣は日本とドイツで発売。「子どもからお年寄りまで

幅広く親しんでいただける曲を集めました」というように、アル

バムにはショパン｢幻想即興曲op・６６ 嬰ハ短調｣、グリーグ｢抒

情小曲集｣をはじめリスト、ブラームス、シューベルトらロマン派

の名曲１１曲を収録。透明感あふれる音色は聴く人の心を幸

せにしてくれます。１１年１月には東京でＣＤ発売記念コンサー

トを予定しています。 

　ＣＤの発売元はオルプリット。２８２５円。ネットで購入すること

ができます。ホームページはhttp://www.kyoko‐asaka.com

加
門
さ
ん
が
優
勝 

　
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル 

 　
第
１６
回
フ
ッ
ペ
ル
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
２
０
１
０
（
佐
賀
県
鳥
栖
市
な

ど
主
催
）
の
本
選
が
１０
月

１１
日
、
鳥
栖
市
民
文
化
会

館
で
行
わ
れ
、
加
門
祐
香

里
さ
ん
（
院
１
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

本
選
に
は
予
選
を
通
過
し
た
７
人
が
出

場
。
加
門
さ
ん
は
Ｌ
・
ｖ
・
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ 

No
・
１８
」

を
演
奏
し
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

来
年
３
月
の
九
州
交
響
楽
団
鳥
栖
定
期

演
奏
会
に
は
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
出
演
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
第
６４
回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
シ
リ
ー
ズ
（
毎
日
新
聞
社

主
催
）
が
１１
月
３０
日
、
横
浜
み
な
と
み

ら
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
声
楽
部
門
大

学･

一
般
の
部
に
出
場
し
た
林
佑
子
さ

ん
（
大
４･

ソ
プ
ラ
ノ
）
が
見
事
１
位

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
声
楽
部
門
は
１０
月

に
東
京
、
大
阪
な
ど
５
会
場
で
地
区
大

会
を
開
催
。
本
選
を
勝
ち
抜
い
た
１１
人

が
全
国
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。 

　
大
阪
大
会
を
１
位
で
通
過
し
た
林
さ

ん
。
全
国
大
会
で
は
別
宮
貞
雄
の
歌
曲 

「
さ
く
ら
横
ち
ょ
う
」
、
Ｇ･

ヴ
ェ
ル

デ
ィ
「
仮
面
舞
踏
会
」
か
ら
「
こ
こ
は
、

罪
が
死
に
よ
っ
て
償
わ
れ
る
場
所
」
を

歌
い
ま
し
た
。 

　
横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
は
林
さ

ん
に
と
っ
て
二
度
目
の
舞
台
。
９
月
５

日
に
行
わ
れ
た
第
１２
回
日
本
演
奏
家
コ

ン
ク
ー
ル
が
最
初
で
、
こ
の
と
き
も
１

位
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
同
じ
舞
台
。

声
の
響
き
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
力

ま
ず
に
気
持
ち
よ
く
歌
え
ま
し
た
」 

　
中
で
も
「
さ
く
ら
横
ち
ょ
う
」
は
２

年
の
時
か
ら
歌
っ
て
い
る
大
好
き
な
曲
。

春
、
自
宅
近
く
の
山
に
咲
き
誇
る
奈
良

県
吉
野
の
桜
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
歌

っ
た
そ
う
で
、
抒
情
的
で
や
わ
ら
か
な

ソ
プ
ラ
ノ
が
客
席
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

 

「
自
分
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
歌
を
本
選
に
持
っ
て
き
た
と
こ
ろ

は
素
晴
ら
し
い
。
舞
台
人
と
し
て
華
が

あ
り
、
他
の
誰
よ
り
も
際
立
っ
て
い
ま

し
た
」
と
審
査
員
。 

　
夢
は
オ
ペ
ラ
歌
手
。「
自
分
の
表
現

で
聴
く
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
、
そ

ん
な
歌
手
を
目
指
し
た
い
」
と
林
さ
ん
。 

　
入
賞
者
演
奏
会
と
表
彰
式
は
１１
年
１

月
８
日
に
ザ･

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

（
大
阪
市
北
区
西
天
満
４
）
で
行
わ
れ

ま
す
。 

夢
は
感
動
与
え
る
オ
ペ
ラ
歌
手 

｢DEBUT｣ 

林
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）
学
生
音
コ
ン
１
位 

安積京子さん 
（０４年院修・ピアノ） 
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■関西歌曲研究会設立４０年記念「日本
のうたコンクール」　２位　加藤かおり
（０２年院修・ソプラノ）▽３位　藤原未
佳子（０５年院修・ソプラノ）＝８月１日、
ザ・フェニックスホール。関西歌曲研究
会主催 
■第３２回阪神ジュニア音楽コンクール
　ショパン部門　金賞　水元靖香（大３・
ピアノ）＝８月２５日、ピッコロシアター。
尼崎ピアノ音楽協会主催 
■第２３回和歌山音楽コンクール　ピア
ノ部門大学生以上の部　１位　田所千佳
（０８年大卒・ピアノ）▽声楽部門一般の
部　２位（１位なし）　大淵夕季（０８年
大専修・ソプラノ）＝８月２５、２６日、
和歌山市民会館。和歌山市教育委員会な
ど主催 
■第１５回高槻音楽コンクール　一般の
部　３位　小松加奈（大４・マリンバ）
＝８月２９日、高槻現代劇場。高槻市コン
サート協会主催 
■第２１回堺ピアノコンクール　Ｆ部門
大学・一般の部　金賞　田中奈都江（院
１・ピアノ）＝９月４日、栂文化会館。
堺市ピアノ連盟主催 
■第１２回日本演奏家コンクール　声楽
部門大学の部　１位　林佑子（大４・ソ
プラノ）＝９月５日、横浜みなとみらい
ホール。日本演奏家協会主催 
■第４回神戸新人音楽賞コンクール　ピ
アノ部門　優秀賞（最優秀賞なし）　辻
未帆（１０年院修・ピアノ）▽管弦打楽器
部門　最優秀賞　中田丈次（０９年院修・
打楽器）、優秀賞、聴衆賞　蔭山真理子（１０ 
年大卒・ヴァイオリン）、優秀賞　小松
加奈（大４・マリンバ）＝９月２２日、神
戸文化ホール。神戸市、神戸芸術文化会
議主催 
■第９回宝塚ベガ学生ピアノコンクール
　大学生部門　３位　小野文（大３・ピ
アノ）＝１０月３日、宝塚ベガ・ホール。
宝塚演奏家連盟など主催 
■第１１回大阪国際音楽コンクール　管
楽器部門金管Age-Uの部　２位（１位な
し）小西真利江（大２・テナーバス、ト
ロンボーン）、３位　元浄萌恵（大２・
ホルン）▽声楽部門オペラコースAge-U
の部３位　川口りな（院２・ソプラノ）、
オペラコースAge-Gの部　２位　久保美
雪（９６年大卒・ソプラノ）＝１０月１０、１１
日、高槻現代劇場など。大阪国際音楽振
興会主催 
《付属音楽院関係》 
■第１２回関西弦楽コンクール　ヴァイ
オリン部門　優秀賞、審査員賞　渡部真
由香（小学５年）８月２１日、ザ・フェニ
ックスホール。日本弦楽指導者協会関西
支部主催 

トロンボーン 

ミュージカル・ソー 

　
「
第
１４
回
松
方
ホ
ー
ル
音
楽
賞
」（
神

戸
新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
審
査
会
が
８

月
に
行
わ
れ
、
岡
村
哲
朗
さ
ん
（
１０
年

大
卒
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）
が
金

管
楽
器
部
門
で
音
楽
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

　
岡
村
さ
ん
に
と
っ
て
松
方
ホ

ー
ル
音
楽
賞
は
２
度
目
の
挑
戦
。
１
回

目
は
大
学
２
年
の
年
で
、
こ
の
と
き
は

奨
励
賞
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

　
今
回
は
２０
人
が
本
選
の
出
場
。
岡
村

さ
ん
は
技
術
的
に
高
度
な
曲
、
Ｐ･

ク

レ
ス
ト
ン
の
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」、

音
楽
的
に
難
し
い
と
さ
れ
る
Ｂ
・
マ
ル

チ
ェ
ロ
の
「
ソ
ナ
タ 

ハ
長
調
」
を
演
奏

し
、
念
願
の
音
楽
賞
を
手
に
し
ま
し
た
。 

　
現
在
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
国
際
的

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
デ
ニ
ス
・
ウ
ィ
ッ

ク
氏
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
演
奏

活
動
を
し
て
い
る
岡
村
さ
ん
。
「
研
鑚

を
積
み
世
界
に
通
用
す
る
演
奏
家
を
目

指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

　
授
賞
式
と
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
は
１１
年

２
月
５
日
に
神
戸･

松
方
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
す
。 

　
国
際
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル･

ソ
ー
世
界
大

会
が
８
月
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
タ
ク
ル
ズ
で
開
か
れ
、
本
学
演
奏

員
の
齊
藤
舞
歌
さ
ん
（
９５
年
院
修
・
フ

ル
ー
ト
）
が
準
優
勝
と
特
別
賞
を
ダ
ブ

ル
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル･

ソ
ー
は
ノ

コ
ギ
リ
を
た
わ
ま
せ
、
弓
で
こ

す
っ
て
音
を
出
す
楽
器
。
大
学

時
代
は
フ
ル
ー
ト
を
勉
強
し
、
日
本
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
受

賞
歴
が
あ
る
齊
藤
さ
ん
で
す
が
、
０８
年

に
映
画
「
パ
コ
と
魔
法
の
絵
本
」
の
中

で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル･

ソ
ー
の
第
一
人
者

サ
キ
タ
ハ
ヂ
メ
さ
ん
の
音
色
と
出
会
い
、

こ
の
楽
器
と
本
格
的
に
取
組
む
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
い
ま
す
。 

　
世
界
大
会
に
は
ア
メ
リ
カ
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
な
ど
か
ら
約
４０
人
が

出
場
。
齊
藤
さ
ん
は
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」

よ
り
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
「
復
讐
の
炎

は
地
獄
の
よ
う
に
我
が
心
に
燃
え
」
な

ど
を
演
奏
。
技
術
と
音
楽
性
が
高
い
評

価
を
受
け
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　「
音
楽
家
と
し
て
、
演
奏
家
と
し
て
、

人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
人
間
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
の
こ
ぎ
り
好

き
な
人
を
た
く
さ
ん
増
や
し
て
大
音
に

世
界
初
の
『
の
こ
ぎ
り
科
』
を
つ
く
る

の
が
私
の
夢
」
と
齊
藤
さ
ん
。 

コンクール（敬称略） 
加
藤
か
お
り
 藤
原
未
佳
子
 
水
元
靖
香
 
田
所
千
佳
 
大
淵
夕
季
 
小
松
加
奈
 
田
中
奈
都
江
 
林
佑
子
 

辻
未
帆
 

中
田
丈
次
 
蔭
山
真
理
子
 
小
野
文
 
小
西
真
利
江
 
元
浄
萌
恵
 
川
口
り
な
 
久
保
美
雪
 
渡
部
真
由
香
 

岡
村
さ
ん
が
「
松
方
ホ
ー
ル
音
楽
賞
」 

2度目の挑戦  念願の賞 

齊藤さん、世界大会準優勝 



16

vol.215

　
本
書
は
ピ
ア
ノ
と
文
壇
、
こ
の
２
つ

の
世
界
で
活
躍
す
る
青
柳
い
づ
み
こ
教

授
が
同
業
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
本
音
を
引

き
出
す
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
の
。
コ
ン
サ

ー
ト
前
に
は
必
ず
奥
様
の
前
で
リ
ハ
ー

サ
ル
を
す
る
超
絶
技
巧
の
岡
田
博
美
さ

ん
、
ロ
ン
ド
ン
と
東
京
を
拠
点
に
活
動

す
る｢

空
飛
ぶ
ピ
ア
ニ
ス
ト｣

小
川
典
子

さ
ん
、
指
の
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
「
千
人

に
一
人
の
手
」
と
お
墨
付
き
を
い
た
だ

い
た
小
山
実
稚
恵
さ
ん
ら
１
０
人
の
日

本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
登
場
し
ま
す
。 

　
自
ら
を
冒
険
型
と
呼
ぶ
花
房
晴
美
さ

ん
は
何
事
に
も
そ
の
と
き
の
「
ノ
リ
」

を
大
事
に
し
て
い
る
ジ
ャ
ズ
大
好
き
派
。 

　
室
内
楽
を
中
心
に
年
間
４０
〜
５０
回
の

ス
テ
ー
ジ
に
出
演
す
る
藤
井
快
哉
さ
ん
。

本
格
的
に
ピ
ア
ノ
を
習
い
始
め
た
の
は

高
校
に
入
っ
て
か
ら
。
大
音
時
代
は
先

生
を
驚
か
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

才
能
と
努
力
で
ぐ
ん
ぐ
ん
力
を
つ
け
、

プ
ロ
の
階
段
を
駆
け
上
り
ま
す
。 

　
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
柳
川
守

さ
ん
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
ピ
ア
ノ
が
お

も
ち
ゃ
代
わ
り
。
音
当
て
の
遊
び
を
し

て
い
る
う
ち
に
絶
対
音
感
が
身
に
付
い

て
し
ま
っ
た
。
戦
時
中
の
話
で
、
こ
の

耳
の
よ
さ
が
軍
部
に
目
に
と
ま
り
、
潜

水
艦
の
ス
ク
リ
ュ
ー
の
音
を
聞
き
分
け

る
テ
ス
ト
を
さ
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
。 

　
そ
の
柳
川
さ
ん
も
７０
代
半
ば
。
「
自

分
が
本
当
に
感
じ
た
こ
と
、
ベ
ス
ト
だ

と
思
う
こ
と
を
や
っ
て
い
れ
ば
い
い
ん

だ
、
と
い
う
こ
と
が
や
っ
と
わ
か
っ
て
、

気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
」
。 

　
同
じ
現
場
を
知
る
者
だ
か
ら
こ
そ
見

え
て
く
る
真
実
。
本
書
に
は
ピ
ア
ニ
ス

ト
が
抱
く
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
、
喜
び
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
短
大
ジ
ャ
ズ･

コ
ー
ス
の
石
井
彰
講

師
（
８６
年
大
卒･

作
曲
）
と
い
え
ば
、

豊
か
な
表
現
力
と
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感

覚
で
、
多
く
の
フ
ア
ン
を
魅
了
す
る
ジ

ャ
ズ･

ピ
ア
ニ
ス
ト
。
本
学
作
曲
科
在

学
中
に
ビ
ル･

エ
バ
ン
ス
の
音
に
衝
撃

を
受
け
、
卒
業
後
は
ジ
ャ
ズ
の
道
を
歩

み
ま
す
。
９８
年
か
ら
は
本
学
教
授
の
日

野
皓
正
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
に
参
加
。
音
楽

に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
の
間
で
も
好
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　｢
超
絶
ジ
ャ
ズ･

ピ
ア
ノ｣

は
、
石
井

講
師
に
と
っ
て
初
め
て
の
著
書
。
初
心

者
の
壁
を
超
え
た
い
人
、
さ
ら
な
る
高

み
を
目
指
す
人
の
た
め
に
書
か
れ
た
ジ

ャ
ズ･

ピ
ア
ノ
の
教
則
本
。
前
半
は
ス

ウ
ィ
ン
ギ
ン
な
ス
ケ
ー
ル
練
習
法
、
ピ

ア
ノ
１
台
で
も
雰
囲
気
を
演
出
で
き
る

ブ
ル
ー
ノ
ー
ト･

ス
ケ
ー
ル
な
ど
２９
の

「
超
絶
フ
レ
ー
ズ
」
を
難
易
度
別
に
紹

介
。 

　
後
半
は
ト
レ
モ
ロ
で
派
手
さ
演
出
、

艶
や
か
な
フ
ィ
ン
ガ
ー･

レ
ガ
ー
ト
な

ど
一
度
は
真
似
て
み
た
か
っ
た
あ
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
が
学
べ
る
７
つ
の
「
大
技
小

技
」
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
著
者
の
模
範
演
奏
と
カ
ラ
オ
ケ
の
Ｃ

Ｄ
が
付
い
て
お
り
、
初
心
者
や
中
級
者

に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
一
冊
。 

　
「
作
品
集
第
２
集
」
に
は
〈
演
奏
会

用
ア
レ
グ
ロ 

作
品
４６
〉、〈
ボ
レ
ロ 

作

品
１９
〉、〈
３
つ
の
新
し
い
エ
チ
ュ
ー
ド
〉、

〈
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
嬰
ハ
短
調 

作
品
４５
〉、

〈
華
麗
な
る
変
奏
曲
　
作
品
１２
〉
の
作

品
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
〈
演
奏
会
用
ア
レ
グ
ロ>

は
作
品
番

号
か
ら
見
る
と
後
期
の
作
品
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
ョ
パ
ン
の

２０
歳
く
ら
い
の
協
奏
曲
作
品
を
１
８
４

２
年
頃
に
ソ
ロ
の
曲
と
し
て
書
き
改
め

た
も
の
で
す
。
〈
ボ
レ
ロ
〉
は
作
品
１９

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
作
曲
時
期
は
恐

ら
く
１
８
２
４
年
頃
で
あ
ろ
う
と
コ
ル

ト
ー
は
推
測
し
て
い
ま
す
。
〈
３
つ
の

新
し
い
エ
チ
ュ
ー
ド
〉
は
モ
シ
ュ
レ
ス

ら
に
依
頼
さ
れ
て
１
８
４
０
年
に
作
品

番
号
の
な
い
ま
ま
出
版
さ
れ
ま
し
た
。 

　
〈
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
嬰
ハ
短
調
〉
は
１

８
４
１
年
に
作
ら
れ
、
３０
回
以
上
転
調

す
る
約
１
０
０
小
節
の
短
い
曲
で
す
。

最
後
の<

華
麗
な
る
変
奏
曲
〉
は
１
８

３
３
年
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
「
最
も

軟
弱
な
曲
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方
、

「
ピ
ア
ノ
の
最
も
魅
力
的
な
音
形
の
ち

り
ば
め
ら
れ
て
い
る
作
品
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
版
の
特
徴

で
あ
る
コ
ル
ト
ー
の
作
品
解
釈
や
練
習

方
法
な
ど
も
詳
細
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ほ
　
ん 

出
　
版 

青
柳
い
づ
み
こ
教
授 

石
井
　
彰
講
師 

翻
訳
・
校
閲
　
八
田
惇
教
授 

中央公論新社　２１００円 リットーミュージック･ムック　１６８０円 

コルトー版　全音楽譜出版社　２６００円＋税 

我
が
偏
愛
の
ピ
ア
ニ
ス
ト 

超
絶
ジ
ャ
ズ
・
ピ
ア
ノ 

シ
ョ
パ
ン
「
作
品
集
第
2
集
」
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。
年
が
明
け
れ
ば
一
般

入
試
Ａ
日
程

の
出
願
が
始

ま
り
ま
す
。

一
般
入
試
Ａ

日
程
で
は
、

専
門
実
技
と

国
語
・
英
語

な
ど
の
学
力
、

ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
や
楽
典
な
ど
の
音
楽

的
基
礎
力
を
問
い
ま
す
。
面
接
や
、
推

薦
書
を
提
出
し
た
上
で
の
人
物
重
視
の

推
薦
入
試
と
は
性
質
が
異
な
り
ま
す
。

　
試
験
当
日
に
み
な
さ
ん
の
持
て
る
最

高
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

試

験

日
　
２
月
９
日
（
水
）
〜
２
月

１２
日
（
土
） 

出
願
期
間
　
１
月
１８
日
（
火
）
〜
１
月

２３
日
（
日
）
郵
送
必
着 

　
　
　
　
　
１
月
２４
日
（
月
）
９
時
〜

１３
時
　
窓
口
持
参
の
み 

　
来
春
音
楽
大
学
を
卒
業
す
る
学
生
に

向
け
て
、
演
奏
家
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

ス
キ
ル
を
研
修
す
る
パ
ソ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
メ
イ
ト
「
Ｗ
キ
ャ
リ
ア

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１
」

の
説
明
会
が
、
１０
月
８
日
、

Ｆ
号
館
２
１
５
教
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
人
材
派
遣
の
株
式
会
社
パ
ソ

ナ
営
業
総
本
部
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
イ

ト
担
当
リ
ー
ダ
ー
の
森
口
舞
さ
ん
。
今

や
音
楽
家
も
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
時
代
、
音
楽
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
キ
ル

を
両
方
身
に
付
け
て
こ
そ
、
自
立
し
た

活
動
が
で
き
る
と
説
き
、
自
分
自
身
の

演
奏
力
を
商
品
と
し
て
企
画
し
、
営
業
・

販
売
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
内
容
を
紹
介
。 

　
説
明
会
に
出
席
し
た
ピ
ア

ノ
専
攻
の
学
生
は
、
「
個
々

の
夢
に
沿
っ
た
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し

て
も
ら
え
る
の
で
、
も
し
関
西
で
も
研

修
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
本
学
の
高
曲
伸
和
さ
ん
（
大
３
・
声

楽
）
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
大
岡
紋

さ
ん
（
１０
年
大
卒
・
声
楽
）
の
２
人
が

１１
月
１８
日
、
西
宮
市
内
で
、
ひ
っ
た
く

り
犯
３
人
の
逮
捕
に
協
力
し
た
と
し
て

兵
庫
県
警
西
宮
警
察
署
の
渡
邊
敏
信
署

長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
高
曲
さ
ん
と
大
岡
さ
ん
の
２
人
は
９

月
２４
日
、
飲
み
会
を
し
て
い
た
西
宮
北

口
で
、
酔
い
覚
ま
し
に
店
外
に
出
た
仲

間
の
後
を
追
っ
た
と
こ
ろ
、「
ひ
っ
た

く
り
や
」
の
声
。
そ
の
前
方
を
３
人
が

ス
ク
ー
タ
ー
な
ど
で
逃
げ
る
の
を
見
て

追
い
か
け
ま
し
た
。
う
ち
、
１
人
が
カ

ー
ブ
で
ス
ク
ー
タ
ー
も
ろ
と
も
転
倒
、

大
岡
さ
ん
が
ス
ク
ー
タ
ー
を
つ
か
み
、

高
曲
さ
ん
が
男
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
ま

し
た
が
、
逃
げ
た
た
め
１
１
０
番
通
報
。

駆
け
つ
け
た
県
警
機
動
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

が
緊
急
配
備
し
、
近
く
に
い
た
３
人
を

強
盗
致
傷
容
疑
で
逮
捕
し
ま
し
た
。 

　
３
人
は
１９
歳
の
未
成
年
と
２１
歳
、
２３

歳
の
男
。
同
市
内
で
ス
ナ
ッ
ク
経
営
の

６８
歳
女
性
か
ら
５
万
７
千
円
入
り
の
カ

バ
ン
を
ひ
っ
た
く
り
、
転
倒
し
た
女
性

の
手
に
け
が
を
さ
せ
た
疑
い
で
す
。 

一
般
入
試
Ａ
日
程
２
月
９
日
か
ら 

１１
年
度
一
般
入
学
試
験
Ａ
日
程 

作曲学科 

　作曲専攻 

　音楽学専攻 

声楽学科 

器楽学科 

　ピアノ専攻 

　オルガン専攻 

　管楽器専攻 

　弦楽器専攻 

　打楽器専攻 

　邦楽専攻 

合　　　計 

公募推薦 大阪音楽大学 
音楽学部 

特別推薦 

志願者数 合格者数 志願者数 合格者数 

１ 

０ 

１ 

１７ 

６３ 

１８ 

０ 

４１ 

１ 

３ 

０ 

８１ 

１ 

０ 

１ 

１５ 

５６ 

１６ 

― 

３７ 

０ 

３ 

― 

７２ 

１ 

１ 

０ 

１５ 

４２ 

３０ 

０ 

５ 

４ 

３ 

０ 

５８ 

１ 

１ 

― 

１５ 

４２ 

３０ 

― 

５ 

４ 

３ 

― 

５８ 

作曲コース 

声楽コース 

ピアノ・コース 

管楽器コース 

弦楽器コース 

打楽器コース 

邦楽コース 

ジャズ・コース 

ポピュラー・コース 

ミュージカル・コース 

電子オルガン・コース 

合　　　計 

公募推薦 特別推薦 

志願者数 

大阪音楽大学短期大学部 

音楽科 合格者数 志願者数 合格者数 

０ 

１６ 

３２ 

１９ 

１ 

４ 

１ 

２ 

２４ 

４ 

９ 

１１２ 

― 

１４ 

３１ 

１９ 

０ 

４ 

１ 

２ 

２２ 

４ 

８ 

１０５ 

０ 

５ 

１３ 

２７ 

１ 

４ 

０ 

１ 

１０ 

１ 

１ 

６３ 

― 

５ 

１３ 

２７ 

１ 

４ 

― 

１ 

１０ 

１ 

１ 

６３ 

■２０１１年度推薦入学試験結果 

音
楽
と
ビ
ジ
ネ
ス
の 

　
ス
キ
ル
を
両
方
身
に 

高曲さんと大岡さん 
西宮署長から感謝状 
ひったくり犯逮捕に協力 

Ｗ
キ
ャ
リ
ア
研
修
説
明
会 
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こ
ん
に
ち
は
。
０２
年
か
ら
ド
イ
ツ
に

留
学
し
て
い
ま
す
が
、
一
時
帰
国
し
た

実
家
で
「
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
」
を
読
み
、
思
い

立
っ
て
メ
ー
ル
を
し
て
み
ま
し
た
。 

　
０２
年
か
ら
０５
年
ま
で
ド
イ
ツ
の
デ
ト

モ
ル
ト
音
楽
大

学
ミ
ュ
ン
ス
タ

ー
分
校
で
ピ
ア

ノ
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
不

思
議
な
ご
縁 

で
、
ケ
ル
ン
音

楽
大
学
の
チ
ェ

ン
バ
ロ
科
に
転

向
。
ピ
ア
ノ
ば

か
り
弾
い
て
い
た
自
分
が
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
と
い
う
新
し
い
楽
器
に
転
向
す
る
な

ど
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
が
、
師

事
し
たK

etil H
augsand

先
生
に
背
中

を
押
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
通
奏
低

音
奏
者
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
演
奏

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
去
年
は
バ
ロ
ッ

ク
音
楽
劇
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。 

　
現
在
は
室
内
楽
科
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
科

の
大
学
院
に
在
籍
中
で
す
が
、
残
り
少

な
い
学
生
生
活
を
有
意
義
に
過
ご
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
今
後
は
こ
ち
ら

に
留
学
を
希
望
さ
れ
る
学
生
の
方
々
に

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
何
か
手
助
け

が
で
き
れ
ば
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

＊
石
田
さ
ん
に
ご
連
絡
し
た
い
方
は
、

幸
楽
会
事
務
局
（
１９
頁
左
下
）
へ
。 

　
イ
タ
リ
ア
統
一
１
４
０
年
を
祝
う
旗

が
、
町
中
で
は
た
め
く
９
月
の
ロ
ー
マ
。

ロ
ー
マ
在
住
３３
年
に
な
る
同
級
生
の
中

村
清
美
さ
ん（
７２
年
大
専
修
　
声
楽
）を

久
方
ぶ
り
に
訪
ね
ま
し
た
。
今
、
中
村

さ
ん
は
、
国
営
放
送
局
・
イ
タ
リ
ア
放

送
協
会（
Ｒ
Ａ
Ｉ
）の
音
楽
番
組
編
成
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
だ

け
を
一
日
２４
時
間
放
送
す
る
局
と
し
て
、

音
楽
愛
好
家
に
人
気
の
ラ
ジ
オR

A
I 

F
ilod
iffu
sion
e

のV
 
C
an
al

が
そ
の
職

場
。
オ
ペ
ラ
に
関
す
る
番
組
編
成
の
責

任
者
と
し
て
１７
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
を

続
け
て
い
ま
す
。 

　
中
村
さ
ん
は
７７
年
ロ
ー
マ
に
留
学
、

サ
ン
タ
チ
ェ
チ
リ
ア
音
楽
院
で
デ
ィ
プ

ロ
ム
を
受
け
、
８３
年
に
Ｒ
Ａ
Ｉ
声
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。
そ

の
後
Ｒ
Ａ
Ｉ
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
正

式
団
員
と
し
て
契
約
し
、
歌
手
と
し
て

ロ
ー
マ
で
活
動
を
開
始
。
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
、
Ｒ
Ａ
Ｉ
交
響
楽
団
等
と
の
共
演

を
重
ね
、
高
く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
当
時
、
イ
タ
リ
ア
放
送
協
会
は
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
コ
ー
ラ
ス
各
４
団
体
を

持
つ
ほ
ど
豊
か
な
音
楽
環
境
で
し
た
が
、

イ
タ
リ
ア
経
済
が
下
降
す
る
に
つ
れ
、

縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
の
所
属
す
る
団
も
解
散
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
運
な
こ
と

に
中
村
さ
ん
は
放
送
局
に
新
し
い
活
躍

の
場
を
得
て
、
番
組
編
成
の
責
任
あ
る

現
職
に
つ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
、
担
当
し
て
い
る
番
組
は
、
①
オ

ペ
ラ
・
オ
ペ

レ
ッ
タ
全
幕

　
②
オ
ペ
ラ

ア
リ
ア
・
リ

サ
イ
タ
ル
　

③
オ
ペ
ラ
名

場
面
集
　
④

名
歌
手
の
競

演
聴
き
比
べ

集
　
⑤
オ
ペ

ラ
合
唱
集
な

ど
、
オ
ペ
ラ

フ
ァ
ン
に
は

聞
き
逃
せ
な

い
プ
ロ
グ
ラ

ム
ば
か
り
。
音
源
も
、
歴
史
的
な
モ
ノ

ラ
ル
録
音
盤
か
ら
最
新
録
音
盤
に
至
る

広
い
範
囲
か
ら
選
び
、
リ
ス
ナ
ー
の
要

求
に
こ
た
え
て
い
ま
す
。
番
組
編
成
上

の
苦
労
話
を
聞
く
と
、
「
往
年
の
名
歌

手
か
ら
現
代
の
ス
タ
ー
歌
手
ま
で
、
様 

々
な
歌
手
を
登
場
さ
せ
、
同
じ
オ
ペ
ラ

で
も
配
役
を
変
え
歌
手
を
聴
き
比
べ
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
耳
の
肥
え
た

イ
タ
リ
ア
人
を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
工
夫

す
る
」
と
の
こ
と
。
ご
主
人
は
ロ
ー
マ

っ
子
で
大
の
オ
ペ
ラ
フ
ァ
ン
。
ご
主
人

の
助
言
が
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る
と
か
。 

ロ
ー
マ
で
は
イ
タ
リ
ア
語
の
生
活
で
す

が
、
日
本
語
で
話
し
始
め
る
と
、
学
生

時
代
と
変
わ
ら
な
い
柔
ら
か
い
京
言
葉

の
中
村
さ
ん
か
ら
、
「
日
本
と
イ
タ
リ

ア
は
離
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
ロ
ー
マ
放

送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
５ 

can
al

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
ロ
ー
マ
の
番
組
を

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
歌
手
活
動
も
続
け
、
小
柄
な

が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
い
っ
ぱ
い
の
中
村
さ

ん
の
『
ロ
ー
マ
音
楽
暮
ら
し
』
は
、
ま

だ
ま
だ
続
き
ま
す
。 

ローマ放送局ホームページ　www.fioldiffusione.rai.it

ローマで再会した松平さん（左）と 
中村さんリプブリカ広場の噴水前で 

リサイタルで歌う中村さん 

大阪音楽大学後援演奏会 
 

The TARO Singers New Year Concert 
１月９日（日）14時　3000円 
兵庫県立芸術文化センター　大ホール 
指揮 里井宏次 合唱 ザ・タロー・シンガーズ 
鐘が鳴ります　椰子の実　ほか日本の抒情歌 

グルマンディーズ～音楽のごちそう～ 
１月15日（土）18時30分 
尼崎ピッコロシアター小ホール 
一般2000円　学生1500円 
井上麻子　t橋孝輔　上田浩子　藤井快哉 
106-6426-1940　ピッコロシアター 

声の迷宮　声の可能性を探る旅 
１月30日（日）16時　南港サンセットホール 
一般2000円　学生1000円 
諸橋玲子　南川弥生　小里明子 
106-6844-0320　諸橋 

ヴィニーチョ・アレグリーニ＆アンサンブル・ 
サビーナコンサート 
２月19日（土）14時　アゼリアホール 
3500円（前売3000円） 
ハイドン：トランペット協奏曲　ほか 
106-6844-8787　アンサンブル・サビーナ 

Impressions～上田浩子クラリネットリサイタル 
２月25日（金）19時　ザ・フェニックスホール 
3000円（前売2500円）学生1500円 
上田浩子　藤井快哉 
106-6436-0536　上田 

村上“ポンタ”秀一氏 トニー・グッピー氏 

１１月１７日　Ｋ号館２０２教室 
１１月８日　さいかくホール 

「
エ
キ
ス
ポ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」 ドイツでチェンバロ奏者 ローマで活躍する友と再会 

伊放送局のラジオプロデューサーに 

卒
業
生
た
・
よ
・
り 

松
平
季
子
さ
ん
（
７２
年
大
専
修
　
声
楽
） 

石
田
文
子
さ
ん
（
０１
年
大
卒
　
ピ
ア
ノ
） 
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大
蔵
流
狂
言
師
、
茂
山
千
之
丞
氏
が

１２
月
４
日
、
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
８７
歳

で
し
た
。
茂
山
氏
は
本

学
講
師
と
し
て
演
技
演

習
の
授
業
を
担
当
し
、

６９
年
か
ら
９２
年
ま
で
教

鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
８９
年
に
行
わ
れ

た
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
こ
け
ら
落
と
し
公
演

で
は
、
開
幕
を
寿
ぎ
狂
言
式
楽
「
三
番

三
」
を
上
演
。
０６
年
の
２０
世
紀
オ
ペ
ラ

公
演
で
は
大
栗
裕
の
「
赤
い
陣
羽
織
」

と
、
自
ら
台
本
を
書
き
上
げ
た
新
作
オ

ペ
ラ「
鬼
娘
恋
首
引
」の
演
出
を
手
が
け

る
な
ど
、
在
職
中
は
も
と
よ
り
、
退
任

後
も
本
学
の
教
育
、
舞
台
活
動
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
様
式
美
と
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
「
鬼
娘
恋
首
引
」
の
華

や
か
な
舞
台
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
演
出
中
も
衰
え
を
知
ら
ぬ
朗
々

と
し
た
美
声
で
、
演
技
指
導
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

　
中
村
孝
義
学
長
が
１１
月
７
日
、
２０
世

紀
オ
ペ
ラ
「
欲
望
と
い
う
名
の
電
車
」

の
作
曲
者
、
巨
匠
ア
ン
ド
レ
・
プ
レ
ヴ

ィ
ン
氏
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
交
響
楽
団
首
席
客
演
指
揮
者
の
プ
レ

ヴ
ィ
ン
氏
は
当
夜
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
Ｎ
響
大
阪
公
演
で
、
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
を
指
揮
。
中
村
学

長
は
終
演
後
、

楽
屋
を
訪
ね
、

プ
レ
ヴ
ィ
ン
氏

と
本
学
で
１１
月

１２
、
１４
日
に
上

演
す
る
「
欲
望

と
い
う
名
の
電

車
」
に
つ
い
て
歓
談
。
残
念
な
が
ら
日

程
の
都
合
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
上
演
を
喜
ぶ

同
氏
か
ら
「
成
功

を
祈
る
」
と
書
か

れ
た
直
筆
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
今
年
は
ち
ょ
う
ど
大
阪
万
博
か
ら
４０

年
。
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
万
博
会
場
に

鳴
り
響
き
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

で
も
連
日
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
エ
キ
ス
ポ
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
」
で
す
。
地
元
関
西
の
音

楽
家
た
ち
は
ど

ん
な
活
躍
を
し

た
の
で
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
お
祭

り
広
場
で
は
日

本
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
友
好
の
場
面
を
演
出
し
た
「
南
蛮

祭
り
」
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で

は
大
阪
出
身
の
作
曲
家
、
大
栗
裕
の
オ

ペ
ラ
「
地
獄
変
」
が
朝
比
奈
隆
指
揮
、

関
西
歌
劇
団
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
西

洋
音
楽
の
ス
タ
イ

ル
な
が
ら
冒
頭
に

は
箏
の
音
が
流
れ

ま
す
。
こ
う
し
て

み
る
と
、
「
人
類

の
進
歩
と
調
和
」

と
い
う
万
博
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
中
で
、

関
西
の
音
楽
家
た

ち
は
和
洋
折
衷
、
海
外
と
の
融
和
を
表

現
す
る
「
調
和
」
の
部
分
を
担
っ
た
よ

う
で
す
。 

　
前
半
で
は
万
博
に
先
立
ち
、
戦
前
、

戦
後
の
関
西
の
音
楽
界
を
盛
り
立
て
た

貴
志
康
一
の
「
竹
取
物
語
」
や
、
大
栗

裕
の
「
青
衣
の
女
人
」
な
ど
が
、
北
浦

洋
子
講
師
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
藤
井
快

哉
助
教
の
ピ
ア
ノ
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
ド
ラ
マ
ー
と
し
て
坂
本

龍
一
ら
著
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
共

演
し
、
サ
ウ
ン

ド
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
と
し
て

も
活
躍
す
る
村

上
〝
ポ
ン
タ
〞

秀
一
氏
が
、
新

し
い
音
楽
表
現

を
求
め
て
、
実

験
的
グ
ル
ー
プ

を
結
成
。
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
の
特
別

講
義
で
初
の
ラ

イ
ヴ
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
ド
ラ
ム
の
村
上
氏
、
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
の
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
・
ソ

ロ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
ト
ニ
ー
・

グ
ッ
ピ
ー
氏
、
ギ
タ

ー
の
荻
原
亮
氏
、
ゲ

ス
ト
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の

マ
キ
氏
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
編
成
。
「
楽

曲
は
生
き
も
の
。
毎

回
演
奏
が
違
う
」
と

い
う
村
上
氏
。
新
グ

ル
ー
プ
で
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ズ
の
「
ラ
ン
ブ

リ
ン
」
や
「
ビ
ウ
ィ

ッ
チ
ド
」
な
ど
を
演

奏
。
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
刺
激
的
な
セ

ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。 

New Year Concert vol.２ 映画音楽とともに 
１月１６日（日）１４時 
門真市民文化会館ルミエールホール 
一般１０００円　小学生・６０歳以上５００円　 
石場文恵　北奈賀子　星村倫子　大西奈穂子 
河原美貴　小山初美　蒲生祥子　大江浩志 
1０７２-８５６-１６７２　山添 

ピアノデュオ　ハートフルコンサート 
１月１６日（日）１５時　２５００円 
カルチャーサロン　アトリエミック 
松野友美　小寺智絵　1０７９７-８７-８６６３ 

ヴィオラ＆ピアノ アンサンブルの夕べ 
２月２４日（木）１９時　２５００円 
岸和田自泉会館ホール 
リーナ・ゴロヴィナー　目華子　李胎蓮 
FAX０７２-４１５-２３２８　Hanako Piano Room

《幸楽会》後援演奏会 狂
言
師
　
茂
山
千
之
丞
氏
が
死
去 

中
村
学
長  

プ
レ
ヴ
ィ
ン
氏
と
歓
談 

村上村上“ポンタ”秀一氏秀一氏 トニー・グッピー氏 

１１月１７日　Ｋ号館号館２０２教室教室 

村上“ポンタ”秀一氏 

１１月８日　さいかくホール １１月８日　さいかくホール 

講師　白石 知雄 
トニー・グッピー氏 

１１月１７日　Ｋ号館２０２教室 

ポピュラー特別講義 公開講座フェスタ２０１０ 

実験的グループ結成 

村上“ポンタ”秀一氏 

「
エ
キ
ス
ポ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」 
「
エ
キ
ス
ポ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」 

―
音
楽
家
か
ら
見
た
大
阪
万
博
― 
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次
号
発
行
予
定
２
月
１５
日
 

　大学祭２０１０「evolution」が１０
月２９日から１０月３１日まで３日間、開
かれました。初日は学内屈指の人
気ピアノデュオ「いまいまいま」のラ
イヴでスタート。ポップスやロックの
熱いステージが繰り広げられました。
Ｃ号館のお化け屋敷は、めっぽう
怖いとの評判で長蛇の列。ぱうぜ
では、古式ゆかしい装束の学生や
教員が厳かに雅楽を奏で、卒業生

ら４人のUntitle Groupが、大人の
ポエジー漂うシックなジャズで酔わ
せました。 
　最終日はミレニアムホールで吹
奏楽の学祭公演。ディズニーやス
ーパーマリオの演奏が始まると、ミッ
キーやマリオに扮した学生たちの
パフォーマンスに、観客は大喜び。
音楽ぎっしり、おもてなしの心たっ
ぷりの大学祭でした。 

「
音
楽
音
楽
」
た
っ
ぷ
り 

「
音
楽
」
た
っ
ぷ
り 

雅
楽
〜

雅
楽
〜
ロ
ッ
ク 

雅
楽
〜
ロ
ッ
ク 

　大阪音楽大学卒業生による「若い芽のコ
ンサートvol.21～巨匠への挑戦～新たなる
可能性を求めて」は10月９日、ミレニアムホー
ルで催されました。 

　
司
会
者
が
「
巨
匠
の
曲
を
自
分
た
ち
の
言
葉

で
ど
こ
ま
で
表
現
で
き
る
か
に
焦
点
を
あ
て
ま

し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
ず
、
足
立
有
美
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）
と
中
林
美
奈
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

が
Ｗ
・
Ａ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
モ
テ
ッ
ト
「
踊

れ
、
喜
べ
、
汝
幸
い
な
る
魂
よ
」
Ｋ．

１
６
５

（
１
５
８
ａ
）、
生
川
真
弓
さ
ん
が
Ｓ
・
プ
ロ

コ
フ
ィ
エ
フ
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ 

第
６
番 

イ
長

調 

作
品
８２
の

第
１
・
４
楽
章
、

堀
田
温
義
さ
ん

（
バ
リ
ト
ン
サ

ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
）

と
竹
内
愛
未
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
が
Ｊ
・
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第

１
番 

ホ
短
調 

作
品
３８
を
演
奏
。 

　
休
憩
の
後
、
辻
合
佑
璃
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）

と
田
久
保
友
妃
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
植

田
祐
加
里
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

の
３
人
が
Ｊ
・
イ
ベ
ー
ル
の

２
つ
の
間
奏
曲
な
ど
、
相
地

愛
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）が
Ｅ
・

グ
ラ
ナ
ド
ス
の
演
奏
会
用
ア

レ
グ
ロ
、
Ｆ
・
リ
ス
ト
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
狂
詩
曲 

第
２
番 

嬰
ハ
短
調
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
ケ
ル
ト
音
楽
と
は
、
主
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地

方
に
伝
わ
る
伝
承
音
楽
の
こ
と
。
華
や
か
な
ダ
ン

ス
音
楽
で
お
な
じ
み
で
す
が
、
演
奏
に
使
わ
れ
る

代
表
的
な
楽
器
は
「
バ
グ
パ
イ
プ
」
。
袋
と
管
が

一
対
に
な
っ
た
管
楽
器
で
、
袋
を
押
す
こ
と
に
よ

っ
て
空
気
を
送
り
、
音
を
出
し
ま
す
。
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
リ
ー
ル
・
パ
イ
プ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

イ
リ
ア
ン
・
パ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
演
奏
は
テ
ィ
ン
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
演
奏
家
ｈ
ａ

ｔ
ａ
ｏ
さ
ん
、
バ
グ
パ
イ
プ
の
世
界
的
演
奏
家
デ

ィ
ッ
ク
・
ヘ
ン
ソ
ー
ル
ド
さ
ん
（
米
・
ミ

ネ
ソ
タ
州
在
住
）、
演
奏
の
傍
ら
バ
グ
パ
イ

プ
な
ど
の
楽
器
製
作
も
手
が
け
る
松
阪
健

さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の
上
原
奈
未
さ
ん
の
４
人
。 

　
ｈ
ａ
ｔ
ａ
ｏ
さ
ん
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
伝
承
曲
「
曲
が
っ
た
川
」、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
「
騎

手
と
の
一
夜
」
な
ど
２７
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

透
明
感
の
あ
る
乾
い
た
音
色
に
客
席
は
懐
か
し

さ
を
。 

11月１６日　音楽博物館　音楽博物館 11月１６日　音楽博物館 

大 学 祭  

若い芽のコンサートvol.21

第
２９
回
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
セ
ミ
ナ
ー 

｢

ケ
ル
ト
の
伝
統
音
楽｣ 

　
こ
の
笛
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国

民
的
楽
器
と
し
て
知
ら
れ
る
パ

ン
パ
イ
プ
の
仲
間
「
ナ
イ
」
で

す
。
一
時
は
姿
を
消
し
ま
し
た

が
、
名
手
の
登
場
で
２０
世
紀
後

半
に
復
興
し
ま
し
た 

楽器を奏でる人形たち 

羊
飼
い
の
笛
 

西岡信雄コレクションより（音楽博物館所蔵） 


